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法人

っ
た
。
里
か
ら
７
、
８
�
登
っ
た
標
高

１
６
０
０
�
地
帯
が
台
地
状
に
な
り
、

昔
か
ら
牧
場
が
あ
っ
た
。
駒
の
山
頂
ま

で
４
時
間
ほ
ど
。
宿
舎
や
ス
キ
ー
リ
フ

ト
が
架
設
さ
れ
た
時
期
も
あ
る
。

　

そ
の
牧
場
が
昨
平
成　

年
、
閉
鎖
し

２１

た
。
後
継
者
難
で
じ
り
貧
の
畜
産
農
家

に
、
輸
入
飼
料
の
価
格
高
騰
が
追
い
打

ち
を
か
け
た
。
先
行
き
を
悲
観
し
た
農

家
が
育
成
牛
の
購
入
を
あ
き
ら
め
、
夏

期
に
牧
場
へ
預
け
る
頭
数
が
激
減
し
た
。

村
公
営
と
は
い
え
採
算
が
と
れ
な
い
。

す
で
に
牧
野
放
棄
し
て
い
た
区
域
は
山

林
の
様
相
を
み
せ
、
牧
草
は
伸
び
放
題
。

管
理
は
大
変
だ
。

　

奈
良
時
代
以
前
か
ら
信
濃
は
、
甲
斐
、

上
野
と
と
も
に
馬
の
産
地
と
し
て
記
録

さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
信
濃
の
ウ
ェ
イ

ト
は
高
く
、
平
安
期
に
は
東
国
随
一
の

官
牧
、
望
月
の
牧
な
ど
か
ら
毎
年
、 
貢 く

 
馬 
が
命
じ
ら
れ
て
い
た
。
信
濃
十
六
牧

めと
か
二
十
八
牧
と
か
、
時
代
の
推
移
で

い
わ
れ
る
が
、
山
地
を
拓
い
た
牧
場
か

ら
公
家
用
、
伝
馬
用
、
搬
送
用
と
、
貴

重
な
馬
が
産
出
さ
れ
た
。
戦
国
時
代
に

は
武
田
の
騎
馬
軍
団
、　

年
前
の
日
中

７０

戦
争
で
は
、　

万
頭
が
軍
馬
と
し
て
大

５０

陸
へ
運
ば
れ
た
そ
う
だ
が
、
産
地
は
中

部
、
関
東
の
山
間
地
に
多
か
っ
た
。

　

こ
の
半
世
紀
、
全
国
各
地
に「
高
原
」

を
自
称
す
る
地
名
が
急
増
し
た
。
宮
田

高
原
も
そ
の
ひ
と
つ
だ
が
、
前
身
は
牧

場
、
カ
ヤ
場
だ
っ
た
と
こ
ろ
が
大
半
。

南
ア
ル
プ
ス
へ
の
入
山
口
、
旧
長
谷
村

（
伊
那
市
）
の
鹿
嶺
高
原
も
そ
う
だ
。

早
々
に
牧
場
か
ら
撤
退
し
、
鋸
岳
、
甲

斐
駒
の
眺
望
と
草
地
を
生
か
し
、
観
光

地
化
を
図
っ
て
い
る
。
そ
の
目
算
が
か

な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
は
さ
て
お
き
、

山
岳
環
境
を
考
え
る
場
合
、
過
去
の
牧
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を
、
信
州
在
住
者
の
視
点
で
報
告
さ
せ

て
い
た
だ
く
。
私
は
そ
の
道
の
研
究
者

で
は
な
い
、
と
の
了
解
を
基
に
�
�
。

経
営
不
振
、
閉
鎖
が
続
く
牧
場

「
駒
」
と
名
の
つ
く
山
は
多
い
。
木
曽

駒
ヶ
岳
（
２
９
５
６
�
）
は
甲
斐
駒
と

並
ん
で
そ
の
代
表
格
。
宮
田
高
原
は　
４５

年
前
、
駒
ヶ
岳
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
の
開
業

で
伊
那
谷
か
ら
の
入
山
口
の
座
を
奪
わ

れ
た
が
、
か
つ
て
は
こ
こ
が
メ
イ
ン
だ

　

課
せ
ら
れ
た
テ
ー
マ
は
、
い
わ
ば
環

境
の
分
野
、
登
山
行
為
と
は
直
結
し
な

い
。
む
し
ろ
地
域
山
村
と
の
関
わ
り
が

深
い
。
と
は
い
え
、
と
も
に
山
を
フ
ィ

ー
ル
ド
に
し
て
い
る
観
点
か
ら
す
れ
ば
、

課
題
を
理
解
し
、
そ
の
打
開
、
解
決
に

協
力
的
で
あ
る
べ
き
だ
ろ
う
。
た
だ
し

課
題
は
複
雑
、
多
岐
に
わ
た
る
。
こ
こ

で
は
「
草
原
の
荒
廃
」「
獣
害
」「
埋
ま

る
谷
」
の
３
分
野
に
し
ぼ
り
、
歴
史
的

経
過
を
ふ
ま
え
、
実
情
の
一
端
と
懸
念

「
地
球
温
暖
化
」
や
「
C
O
２
削
減
」
な
ど
が
話
題
に
な
っ
て
い
る
昨
今
だ
が
、

ふ
だ
ん
私
た
ち
は
山
を
、
登
る
対
象
と
し
て
し
か
考
え
て
い
な
い
こ
と
が
多

い
。
時
に
は
や
や
広
い
視
野
か
ら
日
本
の
山
を
見
る
こ
と
も
必
要
で
、
そ
こ

で
そ
の
現
状
を
山
岳
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
菊
地
さ
ん
に
報
告
し
て
も
ら
っ
た
。

今
、日
本
の
山
で
起
き
て
い
る
こ
と

菊
地
俊
朗
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場
と
カ
ヤ
場
の
存
在
を
認
識
し
て
お
く

必
要
が
あ
る
。

入
会
地
の
現
在

　

ご
存
知
の
方
も
多
か
ろ
う
が
、
八
ヶ

岳
を
取
り
巻
く
標
高
１
０
０
０
�
前
後

の
山
間
で
は
、
国
特
別
史
跡
の
「 
尖 
と
が
り 
石 いし

遺
跡
」を
は
じ
め
、縄
文
遺
跡
が
多
々
発

掘
さ
れ
て
い
る
。
奥
蓼
科
の
冷
山
や
和

田
峠
周
辺
か
ら
黒
曜
石
が
採
掘
さ
れ
、

狩
猟
用
の 
鏃 
や
、
細
工
用
の
石
器
と
し

や
じ
り

て
全
国
各
地
に
伝
わ
っ
た
。
い
わ
ゆ
る

「
近
代
登
山
」は
２
０
０
年
足
ら
ず
の
歴

史
だ
が
、
こ
の
一
帯
は
数
千
年
の
昔
か

ら
歩
き
尽
く
さ
れ
て
い
た
証
明
で
あ
る
。

　

近
世
、
さ
ら
に
明
治
に
至
っ
て
も
、

近
在
の
農
家
は
先
を
競
っ
て
山
入
り
し

た
。
田
に 
鋤 
き
込
む
柴
草
な
ど
の
緑
肥
、

す

薪
、
牛
馬
の
エ
サ
、
山
菜
…
…
。
こ
れ

ら
を
山
か
ら
の
採
取
な
し
に
生
活
で
き

な
か
っ
た
。
集
落
ご
と
の
入
会
地
、
採

取
期
間
、
方
法
、
さ
ま
ざ
ま
な
山
論
の

末
、
縄
張
り
と
山
林
の
維
持
義
務
が
決

め
ら
れ
て
い
た
。

　

今
、
八
ツ
の
西
面
、
茅
野
市
に
は
入

会
権
を
引
き
継
ぐ
財
産
区
が　

も
あ
る
。

４８

市
有
地
は
２
�
し
か
な
い
の
に
財
産
区

の
総
所
有
地
は
、
市
面
積
の
４
分
の
１

以
上
の
８
０
０
０
�
。
八
ツ
で
は
標
高

２
０
０
０
�
付
近
ま
で
（
そ
の
上
は
国

シ
シ
の
出
番
。
列
車
や
車
と
衝
突
を
繰

り
返
し
、
長
野
市
街
地
で
は
３
頭
が
大

暴
れ
。
２
頭
が
射
殺
さ
れ
た
が
、
山
村
、

農
地
へ
の
出
没
は
日
常
的
に
な
っ
て
き

た
。
な
か
で
も
、南
ア
ル
プ
ス
、中
信
高

原
か
ら
八
ツ
、秩
父
山
地
に
か
け
て
、ニ

ホ
ン
ジ
カ
の
大
増
殖
は
深
刻
。
高
山
植

物
や
樹
木
被
害
は
目
を
覆
う
ば
か
り
だ
。

　

な
ぜ
に
わ
か
に
野
生
動
物
が
跳
梁
す

る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。
温
暖
化
で
越

冬
中
の
獣
の
死
亡
率
が
下
が
っ
た
、
エ

サ
が
豊
富
に
な
っ
た
、
狩
猟
者
が
減
っ

た
、
な
ど
い
く
つ
か
の
指
摘
が
あ
る
。

そ
の
ベ
ー
ス
に
は
先
述
し
た
よ
う
に
、

獣
と
恒
常
的
に
対
峙
し
て
き
た
畜
産
農

家
や
山
村
の
縮
小
、
消
滅
、
崩
壊
が
重

な
っ
て
い
る
。

　

放
棄
さ
れ
た
牧
場
は
シ
カ
が
占
拠
。

有
地
）、霧
ヶ
峰
の
車
山（
１
９
２
５
�
）

も
含
ま
れ
る
。

　

し
か
し
、
生
活
の
変
化
と
と
も
に
山

村
農
家
は
山
入
り
を
や
め
た
。
そ
の
替

わ
り
に
権
利
地
を
観
光
業
や
別
荘
地
に

転
用
を
図
っ
た
。
白
樺
湖
や
蓼
科
高
原

一
帯
は
様
変
わ
り
し
た
。
同
市
内
だ
け

で
別
荘
は
約
６
０
０
０
戸
。
他
の
市
町

村
で
も
同
様
で
、
縄
文
な
ら
ぬ
別
荘
回

廊
に
な
っ
た
。
そ
こ
へ
大
不
況
。
ス
キ

ー
、
ス
ケ
ー
ト
場
は
も
ち
ろ
ん
、
閉
鎖

の
ホ
テ
ル
は
続
々
。
別
荘
族
が
山
の
手

入
れ
に
積
極
的
な
わ
け
が
な
い
。
霧
ヶ

峰
な
ど
草
地
景
観
は
、
長
い
柴
刈
り
の

末
誕
生
し
た
も
の
だ
が
、
カ
ネ
の
切
れ

目
と
と
も
に
山
林
に
戻
り
つ
つ
あ
る
。

守
る
べ
き
原
点
の
自
然
と
は
何
か
。
放

置
林
が
望
ま
し
い
の
か
。
最
近
、
諏
訪

市
側
で
は
、
地
主
の
各
牧
野
組
合
員
ら

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
年
２
回
、
伐
採

と
野
焼
き
を
復
活
さ
せ
た
。

獣
害
の
広
が
り

　

５
年
ほ
ど
前
は
�
ク
マ
騒
動
�
だ
っ

た
。
と
く
に
富
山
で
集
中
し
、
面
談
し

た
同
県
自
然
保
護
課
長
は
ク
マ
の
元
締

め
扱
い
に
苦
笑
し
て
い
た
。
次
い
で
日

光
や
志
賀
高
原
な
ど
で
は
旅
館
を
、
軽

井
沢
で
は
別
荘
を
荒
ら
す
い
た
ず
ら
ザ

ル
。
今
年
は
亥
年
で
も
な
い
の
に
イ
ノ

改
良
さ
れ
た
牧
草
は
量
も
栄
養
価
も
た

っ
ぷ
り
。
南
ア
ル
プ
ス
の
内
懐
、
飯
田

市
南
信
濃
の
山
肉
屋
三
代
目
、
片
町
彰

さ
ん（　

）は
「
仕
入
れ
る
シ
カ
が
肥
え

５９

て
き
た
」
と
証
言
す
る
。

　

各
県
で
年　

〜　

億
円
と
推
計
さ
れ

１０

１７

る
獣
害
に
、
長
野
、
山
梨
県
な
ど
は
と

く
に
シ
カ
の
駆
除
に
躍
起
に
な
っ
て
い

る
。
長
野
は
生
息
頭
数
を
６
万
２
０
０

０
と
推
定
し
、
毎
年
８
３
０
０
頭
（
オ

ス
２
８
０
０
、
メ
ス
５
５
０
０
）
を
５

年
計
画
で
駆
除
す
る
方
針
を
立
て
、
３

年
目
の
平
成　

年
度
、
初
め
て
目
標
を

２０

超
え
る
１
万
４
６
７
４
頭
を
と
っ
た
。

　

山
梨
の
�
戦
果
�
は
そ
こ
ま
で
届
い

て
い
な
い
よ
う
だ
が
、
南
ア
北
岳
の
貴

重
種
キ
タ
ダ
ケ
ソ
ウ
の
被
害
を
心
配
す

る
芦
安
山
岳
博
物
館
長
、
塩
沢
久
仙
さ

ん
は
「
数
も
だ
が
、
高
所
に
進
出
し
た

シ
カ
が
問
題
。
キ
タ
ダ
ケ
ソ
ウ
は
キ
ュ

ウ
リ
、
大
根
と
違
う
日
本
の
財
産
だ
」

と
い
ら
だ
ち
を
隠
さ
な
い
。
シ
カ
、
イ

ノ
シ
シ
２
万
円
、
サ
ル
１
・
５
万
円
と

報
奨
金
を
出
す
下
伊
那
天
竜
村
な
ど
の

例
も
あ
る
。

　

サ
ル
の
捕
獲
に
は
ど
こ
も
手
を
焼
い

て
い
る
。
北
ア
ル
プ
ス
で
は
個
体
数
は

そ
う
変
わ
っ
て
い
な
い
と
み
ら
れ
る
も

の
の
、
上
高
地
で
は
観
光
客
と
出
合
っ

て
も
平
然
。
逆
に
歯
を
む
き
だ
し
て
お

入笠山を疾走するシカの群れ
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ど
す
。
ク
マ
の
子
の
散
歩
も
目
撃
さ
れ

て
い
る
。
管
理
の
環
境
省
も
「
出
合
っ

た
ら
追
い
払
え
」「
エ
サ
は
絶
対
に
や
ら

な
い
こ
と
」
と
、
安
易
な
愛
護
心
の
転

換
を
公
言
し
て
い
る
。
人
間
様
が
動
物

に
ナ
メ
ら
れ
て
き
て
い
る
の
だ
。

ダ
ン
プ
の
谷

　

地
元
で
は
日
常
化
し
て
、
さ
し
て
問

題
視
し
て
い
な
い
気
配
だ
が
、
こ
の
十

余
年
来
、
私
に
は
気
に
な
る
事
象
が
あ

る
。
南
・
北
ア
ル
プ
ス
の
大
き
な
谷
筋

に
入
る
と
、
に
わ
か
に
空
気
が
ほ
こ
り

っ
ぽ
く
な
る
。
砂
塵
で
あ
る
。
時
間
帯

に
よ
り
ダ
ン
プ
カ
ー
が
隊
列
を
な
し
て

往
来
し
、
少
し
ず
つ
荷
台
か
ら
こ
ぼ
れ

た
土
砂
が
車
道
に
貯
ま
り
、
そ
れ
が
車

の
通
過
や
強
風
の
つ
ど
巻
き
上
が
る
。

　

具
体
的
に
川
筋
を
列
挙
し
よ
う
。
南

ア
で
は
小
渋
川
、
三
峰
川
、
早
川
な
ど
、

北
ア
で
は
高
瀬
川
、梓
川
、黒
部
川
…
…
。

こ
れ
ら
河
川
の
堆
砂
は
並
大
抵
で
は
な

い
。周
知
の
よ
う
に
、堆
砂
を
も
た
ら
し

て
い
る
の
は
ダ
ム
で
あ
る
。
河
川
に
よ

っ
て
は
堆
砂
レ
ベ
ル
に
開
き
は
あ
る
が
、

比
較
的
傾
斜
の
緩
や
か
な
南
ア
の
川
で

は
、
ダ
ム
堰
堤
か
ら
５
〜　

�
上
流
部

１０

ま
で
の
川
原
が
影
響
を
受
け
て
い
る
。

　

皮
肉
な
こ
と
に
こ
れ
ら
河
川
で
は
、

砂
利
業
者
や
そ
の
搬
送
業
者
が
地
域
の

主
要
産
業
の
一
角
を
占
め
て
い
る
。
山

梨
県
早
川
町
の
場
合
、
水
力
発
電
所
が

東
電
な
ど
計
４
社
で　

カ
所
あ
る
。
町

１２

と
い
っ
て
も　

年
前
、
６
カ
村
が
合
併

６０

し
た
際
は
人
口
１
万
人
を
超
え
た
が
、

今
は
１
５
０
０
人
。
そ
の
な
か
で
砂
利

業
４
社
で　

人
前
後
の
雇
用
を
生
み
出

７０

し
て
い
る
と
い
う
。

　

小
渋
ダ
ム
で
は
昨
年
か
ら
排
砂
ト
ン

ネ
ル
の
工
事
が
始
ま
り
、
既
存
の
砂
利

業
２
社
に
加
え
ダ
ン
プ
の
往
来
は
激
し

い
。
三
峰
側
の
美
和
ダ
ム
で
は
す
で
に

排
砂
ト
ン
ネ
ル
を
完
成
さ
せ
、
洪
水
を

利
用
し
、
細
か
い
土
砂
の
流
出
作
戦
を

始
め
て
い
る
。
国
交
省
は
ほ
ぼ
見
込
み

通
り
の
結
果
を
得
た
と
み
て
小
渋
で
も

着
手
し
た
よ
う
だ
が
、
美
和
で
は
水
流

分
岐
に
ダ
ム
の
た
め
の
ダ
ム
も
造
っ
た
。

一
方
で
砂
利
は
再
生
材
の
登
場
も
あ
り
、

川
砂
利
業
者
の
経
営
を
圧
迫
、
廃
業
も

出
て
き
た
。
堆
砂
と
の
途
方
も
な
い
イ

タ
チ
ご
っ
こ
に
出
口
は
あ
る
の
か
。

ピ
ン
チ
の
水
力
発
電
所

　

雪
解
け
と
と
も
に
、
高
瀬
の
谷
は
ダ

ン
プ
の
行
進
が
始
ま
る
。
６
台
編
成
で

１
日
５
往
復
。
東
電
高
瀬
ダ
ム
上
流
の

不
動
沢
・
濁
沢
出
合
か
ら
運
び
出
さ
れ

る
土
砂
は
年
約　

万
立
方
。
も
う
８
年

１５

間
続
い
て
い
る
。
ダ
ム
湖
畔
か
ら
不
動

沢
を
見
る
と
、
大
雪
渓
の
よ
う
に
土
砂

が
数
キ
ロ
先
の
稜
線
基
部
ま
で
続
い
て

い
る
。
沢
を
ま
た
ぐ
烏
帽
子
岳
へ
の
登

山
道
吊
り
橋
は
、
ダ
ム
が
で
き
た　

年
３２

前
は
橋
下　

�
以
上
の
間
が
あ
っ
た
の

１０

に
、
昨
今
の
洪
水
時
は
橋
が
水
に
つ
か

る
。
登
山
者
が
流
さ
れ
た
遭
難
も
発
生

し
た
。
一
方
で
下
流
の
水
害
が
減
っ
た

の
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
想
定
量

以
上
の
土
砂
流
入
で
、
当
初
、
計
画
の

１
０
０
年
発
電
は
お
ぼ
つ
か
な
い
。
１

２
８
万
キ
ロ
�
大
発
電
所
の
寿
命
延
長

に
東
電
は
苦
闘
し
て
い
る
。

　

黒
部
の
谷
で
は
関
電
が
、
と
く
に
欅

平
か
ら
下
流
部
で
悩
ま
さ
れ
て
い
る
。

黒
２
発
電
所
７
・
２
万
キ
ロ
�
へ
の
小

屋
平
ダ
ム
は
す
で
に
満
杯
。　

年
前
の

１５

出
水
で
は
黒
２
自
体
が
土
砂
で
埋
ま
っ

た
。
土
砂
の
間
に
流
路
を
掘
り
、
下
流

に
排
砂
ダ
ム
を
造
る
な
ど
で
対
応
し
て

い
る
が
、
下
流
漁
業
者
と
の
賠
償
問
題

も
含
め
、
深
刻
な
事
態
は
続
い
て
い
る
。

す
で
に
国
名
勝
猿
飛
峡
は
厚
い
土
砂
の

下
。
山
深
い
た
め
に
黒
部
川
周
辺
の
事

情
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
泉
下

の
冠
松
次
郎
が
現
況
を
知
っ
た
ら
な
ん

と
慨
嘆
す
る
だ
ろ
う
か
。

　

黒
部
、
高
瀬
の
源
流
部
に
つ
い
て
は
、

三
俣
山
荘
の
伊
藤
正
一
さ
ん
の
指
摘
が

気
に
な
る
。
伊
藤
さ
ん
に
よ
る
と
、
通

称
「
裏
銀
座
コ
ー
ス
」
や
黒
部
川
源
流

一
帯
の
登
山
道
が
、
年
を
追
っ
て
小
量

の
雨
で
流
れ
に
な
る
。
道
の
周
辺
で
ぽ

か
っ
と
穴
が
あ
い
て
、
水
が
噴
き
出
し

て
く
る
の
を
再
三
見
か
け
る
よ
う
に
な

っ
た
。黒
部
、高
瀬
の
２
つ
の
巨
大
ダ
ム

が
満
水
に
な
っ
て
か
ら
の
傾
向
で
、
稜

線
部
の
地
下
水
脈
に
変
化
が
起
き
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
、
推
測
し
て
い
る
。

　

地
中
の
こ
と
、
と
く
に
地
下
水
圧
と

ダ
ム
の
因
果
関
係
な
ど
は
軽
々
に
方
向

づ
け
で
き
る
話
で
は
な
い
。
た
だ
、
三

俣
、雲
ノ
平
、水
晶
の
山
小
屋
を
経
営
し

て　

余
年
、
年
の
半
分
を
現
地
で
暮
ら

６０
し
て
い
る
人
の
証
言
は
重
い
。「
山
が
膿

ん
で
き
た
。
雲
海
の
発
生
が
比
較
に
な

ら
な
い
ほ
ど
増
え
た
の
は
確
か
だ
」
と
。

究
明
に
値
す
る
事
象
か
も
知
れ
な
い
。

豊富な水を蓄える黒部ダムだが……
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れ
で
あ
る
。
著
者
は
、
１
９
３
８
年
に

ア
イ
ガ
ー
北
壁
の
初
登
攀
を
成
し
遂
げ

た
４
人
パ
ー
テ
ィ
の
う
ち
の
１
人
、
ア

ン
デ
レ
ル
・
ヘ
ッ
ク
マ
イ
ヤ
ー
、
訳
者

は
長
越
（
安
川
）
茂
雄
さ
ん
だ
。
い
ま

改
め
て
奥
付
を
見
る
と
昭
和　

年
７
月

３０

の
発
行
と
な
っ
て
い
て
、
ま
こ
と
に
古

い
。
総
ペ
ー
ジ
２
２
０
ペ
ー
ジ
中
に
別

刷
り
口
絵
写
真
が　

ペ
ー
ジ
、
本
文
中

３２

に
も
多
数
の
写
真
が
入
る
上
製
本
で
あ

る
。
定
価
は
３
３
０
円
。

　

ま
だ
、
山
登
り
を
始
め
て
間
も
な
い

頃
の
私
だ
っ
た
が
、
夢
中
に
な
っ
て
読

ん
だ
。「
巻
を
措
く
能
わ
ず
」
だ
っ
た
。

ま
た
、
そ
の
後
も
何
度
か
読
み
返
し
、

今
回
の
試
写
を
見
る
前
に
も
読
ん
だ
。

　

ア
ル
プ
ス
の
鉄
の
時
代
、
最
後
ま
で

残
さ
れ
た
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
、
グ
ラ
ン

ド
・
ジ
ョ
ラ
ス
、
ア
イ
ガ
ー
の
北
壁
の

初
登
攀
を
め
ぐ
る
壮
絶
な
物
語
を
綴
っ

て
い
る
。
こ
と
に
著
者
が
著
者
だ
け
に

ア
イ
ガ
ー
北
壁
に
多
く
の
ペ
ー
ジ
が
さ

か
れ
て
い
る
。
自
身
の
初
登
攀
は
も
ち

ろ
ん
だ
が
、
そ
れ
以
前
の
挑
戦
者
た
ち

に
も
詳
し
い
。
こ
と
に
２
年
前
の
オ
ー

ス
ト
リ
ア
人
の
エ
デ
ィ
・
ラ
イ
ナ
ー
と

ヴ
ィ
リ
ー
・
ア
ン
ゲ
ラ
ー
、
ド
イ
ツ
人

の
ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
ヒ
ン
タ
ー
シ
ュ
ト

イ
サ
ー
と
ト
ニ
ー
・
ク
ル
ツ
の
２
組
の

ザ
イ
ル
パ
ー
テ
ィ
の
悲
劇
が
詳
細
に
語

ら
れ
て
い
て
、
要
約
す
れ
ば
以
下
の
よ

う
に
な
る
。

　

１
９
３
６
年
７
月　

日
に
登
攀
は
始

１８

ま
り
、
彼
ら
の
行
動
は
麓
に
陣
取
る
新

聞
記
者
な
ど
の
望
遠
鏡
の
レ
ン
ズ
を
通

し
て
逐
一
観
察
さ
れ
て
い
た
。
１
日
目

の
出
発
当
初
は
順
調
の
よ
う
だ
っ
た
登

攀
も
、
そ
の
日
の
夕
方
に
な
る
と
速
度

が
に
ぶ
り
、
２
組
の
パ
ー
テ
ィ
が
１
本

の
ザ
イ
ル
に
結
ば
れ
て
い
る
の
が
見
て

取
れ
た
。
な
か
の
１
人
が
頭
に
白
く
布

を
巻
い
て
い
る
。
ど
う
や
ら
落
石
に
よ

っ
て
負
傷
し
て
い
る
よ
う
だ
。
２
日
目

の
ほ
と
ん
ど
は
霧
が
壁
を
か
く
し
た
。

３
日
目
は
天
候
が
回
復
、
一
時
は
登
高

を
続
け
る
か
に
見
え
た
が
、
や
が
て
下

降
し
だ
し
た
。
退
却
を
決
意
し
た
の
だ

ろ
う
が
、
負
傷
者
を
抱
え
な
が
ら
遅
々

と
し
て
い
る
。

　

４
日
目
に
な
っ
て
ア
イ
ガ
ー
の
山
中

を
抜
け
る
ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
鉄
道
の
保
線

係
が
北
壁
に
あ
い
た
坑
道
口
か
ら
出
て

み
た
と
き
、
近
く
で
人
声
が
す
る
の
を

聞
い
た
。
彼
ら
は
無
事
に
下
っ
て
き
た

に
違
い
な
い
。「
お
茶
を
わ
か
し
て
待
っ

　

こ
の
春
に
一
般
公
開
と
い
う
映
画

『
ア
イ
ガ
ー
北
壁
』
を
ひ
と
足
先
に
試

写
で
見
る
機
会
を
得
た
の
で
、
こ
れ
に

つ
い
て
少
々
書
い
て
み
た
い
。

　

一
昨
２
０
０
８
年
、
ド
イ
ツ
・
オ
ー

ス
ト
リ
ア
・
ス
イ
ス
合
作
の
こ
の
映
画

は
、
１
９
３
６
年
に
ア
イ
ガ
ー
の
北
壁

で
起
こ
っ
た
実
際
の
遭
難
を
な
ぞ
る
と

と
も
に
、
幾
ら
か
の
味
付
け
の
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
を
加
え
て
作
っ
た
山
岳
劇
映
画

で
あ
る
。
な
か
な
か
い
い
出
来
で
、
私

は
楽
し
く
見
た
。
近
ご
ろ
、
長
い
映
画

を
劇
場
で
見
る
の
が
億
劫
に
な
っ
て
い

る
が
、
試
写
室
の
窮
屈
な
椅
子
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
こ
の
映
画
の
２
時
間
７
分

は
そ
う
苦
に
な
ら
な
か
っ
た
。
双
葉
十

三
郎
さ
ん
風
に
点
を
つ
け
る
な
ら
ば
、

☆
☆
☆
★
★
★
の
「
上
出
来
の
部
類
」

と
し
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

　

昨
年
来
評
判
の
『
劔
岳　

点
の
記
』

で
、
柴
崎
芳
太
郎
と
小
島
烏
水
の
お
二

人
が
剱
岳
の
初
登
を
競
っ
て
な
ど
と
は
、

原
作
も
原
作
、
映
画
も
映
画
で
、
も
う
、

こ
れ
は
い
け
ま
せ
ん
と
な
る
の
だ
が
、

こ
の
映
画
で
は
、
そ
う
し
た
人
を
惑
わ

す
よ
う
な
部
分
は
少
な
く
、
味
付
け
も
、

こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
不
自
然
で
は

な
い
と
思
う
程
度
の
も
の
。
劇
映
画
仕

立
て
に
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
く
ら
い
は

許
容
範
囲
と
、
私
は
寛
容
だ
。

　

そ
し
て
、
学
生
時
代
に
本
で
読
ん
で

驚
き
、
し
っ
か
り
と
長
く
記
憶
に
残
る
、

そ
の
登
攀
と
遭
難
の
各
場
面
を
う
ん
う

ん
と
う
な
ず
き
な
が
ら
見
た
。

　

ま
た
、「
カ
メ
ラ
も
一
緒
に
登
っ
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
映
像
を
撮
り
た
か
っ

た
」「『
運
命
を
分
け
た
ザ
イ
ル
』（
２
０

０
３
年
／
英
）
の
よ
う
な
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
映
画
を
手
本
に
し
ま
し
た
」
と

い
う
撮
影
担
当
者
の
言
も
よ
く
、
ロ
ケ

ー
シ
ョ
ン
で
あ
れ
、
冷
凍
倉
庫
に
作
っ

た
セ
ッ
ト
で
あ
れ
、
そ
の
登
攀
場
面
の

臨
場
感
は
た
い
し
た
も
の
だ
っ
た
。

＊

　

こ
の
映
画
が
描
く
ア
イ
ガ
ー
北
壁
で

の
遭
難
を
最
初
に
本
で
読
ん
だ
の
は
、

半
世
紀
も
前
の
こ
と
に
な
る
。
当
時
、

山
岳
書
の
出
版
で
勢
い
の
あ
っ
た
朋
文

堂
か
ら
出
た
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
叢
書
の

一
冊
『
ア
ル
プ
ス
の
三
つ
の
壁
』
が
そ

カ
ル
チ
ャ
ー

映
画『
ア
イ
ガ
ー
北
壁
』と『
ア
ル
プ
ス
の
三
つ
の
壁
』

横
山
厚
夫

朋文堂刊、
エーデルワイス叢書
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て
い
る
ぞ
」。

　

し
か
し
、
現
わ
れ
な
か
っ
た
。
再
度

出
て
み
る
と
助
け
を
求
め
る
声
が
す
る
。

保
線
係
は
さ
っ
そ
く
麓
か
ら
救
援
の
ガ

イ
ド
を
呼
び
、
彼
ら
は
ト
ニ
ー
・
ク
ル

ツ
が
唯
一
の
生
存
者
で
あ
る
こ
と
を
知

っ
た
。
天
候
が
悪
化
す
る
な
か
で
「
も

う
一
度
夜
が
こ
せ
る
か
」「
ダ
メ
だ
」。

　

翌
朝
早
く
、
ガ
イ
ド
た
ち
が　

�
ほ

４０

ど
の
と
こ
ろ
に
近
づ
く
と
、
驚
い
た
こ

と
に
ク
ル
ツ
は
ま
だ
生
き
て
い
た
。
し

か
し
、
途
中
に
難
所
が
あ
っ
て
、
そ
れ

以
上
は
進
め
な
い
。「
も
う
僕
一
人
な
ん

だ
」
と
ク
ル
ツ
。「
ヒ
ン
タ
ー
シ
ュ
ト
イ

サ
ー
は
墜
ち
た
。
ア
ン
ゲ
ラ
ー
は
上
で

凍
死
し
た
。
ラ
イ
ナ
ー
は
僕
の
下
で
ザ

イ
ル
に
か
ら
ま
れ
て
死
ん
だ
」。
ガ
イ

ド
た
ち
は
ク
ル
ツ
に
ザ
イ
ル
を
繋
ぎ
な

が
ら
懸
垂
で
下
り
て
こ
い
と
い
う
が
、

凍
っ
た
手
で
は
難
し
い
。
や
っ
と
の
思

い
で
ザ
イ
ル
を
伸
ば
し
て
き
た
が
、
あ

と
が
出
来
な
か
っ
た
。
ピ
ッ
ケ
ル
を
伸

ば
せ
ば
届
く
ほ
ど
の
近
く
ま
で
き
た
と

き
、
ク
ル
ツ
の
体
は
２
つ
に
折
れ
、
そ

れ
き
り
だ
っ
た
。

　

後
年
、
英
国
の
登
山
史
家
ア
ー
ノ
ル

ド
・
ラ
ン
は
、
ク
ル
ツ
を
し
て
「
彼
の

勇
敢
な
心
は
、
登
山
家
が
め
っ
た
に
要

求
さ
れ
な
い
よ
う
な
艱
難
、
孤
独
、
嵐

の
恐
怖
に
耐
え
よ
う
と
し
て
闘
っ
た
の

で
あ
っ
た
。
彼
は
、
嵐
に
ほ
ん
ろ
う
さ

れ
た
宙
吊
り
の
ロ
ー
プ
に
ぶ
ら
下
が
っ

て
い
た
が
、
降
伏
し
よ
う
と
決
心
し
な

か
っ
た
。
彼
は
降
伏
し
な
か
っ
た
。
彼

は
死
ん
だ
。
登
山
の
年
代
記
の
中
に
、

こ
れ
以
上
に
英
雄
的
な
忍
耐
の
記
録
は
、

他
に
見
当
た
ら
な
い
」（『
登
山
百
年
史
』

ア
ー
ノ
ル
ド
・
ラ
ン
著
、
馬
場
勝
嘉
・

諏
訪
多
栄
蔵
訳
）
と
記
し
て
い
る
。

＊

　

こ
う
し
た
ト
ニ
ー
・
ク
ル
ツ
で
あ
れ

ば
、　

年
以
上
も
前
の
話
に
な
る
に
し

７０

ろ
、
彼
を
主
人
公
に
し
て
感
動
的
な
映

画
を
１
本
作
っ
て
み
よ
う
と
考
え
る
知

恵
者
が
い
て
も
不
思
議
は
な
い
。
さ
ら

に
ク
ル
ツ
に
は
恋
人
、
ド
イ
ツ
人
に
よ

る
北
壁
初
登
攀
を
ナ
チ
ス
政
権
の
プ
ロ

パ
ガ
ン
ダ
に
役
立
て
よ
う
と
す
る
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ズ
ム
な
ど
を
加
味
し
て
、
山
好

き
映
画
好
き
の
私
を
お
お
い
に
喜
ば
せ

て
く
れ
た
と
い
う
わ
け
だ
。

　

と
は
い
う
も
の
の
、
ひ
と
つ
不
満
が

あ
る
。
そ
れ
は
ト
ニ
ー
・
ク
ル
ツ
を
演

じ
た
俳
優
に
あ
っ
て
、
な
ん
と
な
く
ぴ

ん
と
こ
な
い
の
だ
。
前
記
『
ア
ル
プ
ス

の
三
つ
の
壁
』
の
口
絵
写
真
で
見
た
と

き
、
あ
ぁ
、
い
い
な
ぁ
と
こ
ち
ら
ま
で

微
笑
ん
だ
ク
ル
ツ
の
笑
顔
、「
紅
顔
の
ト

ニ
ー
・
ク
ル
ツ
を
見
れ
ば
、
だ
れ
も
が

楽
し
み
を
覚
え
な
い
わ
け
に
は
ゆ
か
な

か
っ
た
。
ト
ニ
ー
が
笑
え
ば
、
そ
れ
は

ま
る
で
生
命
そ
の
も
の
が
笑
っ
て
い
る

よ
う
だ
っ
た
」（『
白
い
蜘
蛛
』
ハ
イ
ン

リ
ッ
ヒ
・
ハ
ラ
ー
著
、
横
川
文
雄
訳
、

白
水
社
）
と
描
写
さ
れ
る
彼
の
笑
顔
が
、

こ
の
映
画
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
ク
ル
ツ
と
ヒ
ン
タ
ー
シ
ュ
ト
イ

サ
ー
は
と
も
に　

歳
だ
っ
た
。
映
画
の

２３

２
人
に
は
、そ
ん
な
若
さ
が
な
く
、少
々

ト
ウ
が
た
っ
て
分
別
く
さ
い
の
を
不
満

に
思
っ
た
。
溌
剌
と
若
さ
い
っ
ぱ
い
の

ク
ル
ツ
で
あ
っ
て
ほ
し
か
っ
た
。
彼
の

生
命
そ
の
も
の
が
笑
っ
て
い
る
よ
う
な

笑
顔
が
見
た
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
こ
ん
な
こ
と
は
彼
の
写
真

を
見
て
い
な
け
れ
ば
、
べ
つ
に
気
に
も

な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
私
だ
け
の
不

満
で
あ
ろ
う
。『
劔
岳　

点
の
記
』
に
し

ろ
、
な
ま
じ
余
計
な
こ
と
を
知
っ
て
い

る
か
ら
、
拒
否
反
応
が
起
こ
る
。
そ
れ

に
私
は
、
あ
ら
た
め
て
こ
ん
な
エ
ピ
ソ

ー
ド
も
思
い
出
し
て
い
る
の
だ
。

　

今
は
昔
、
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
が
イ
ン
グ

リ
ッ
ド
・
バ
ー
グ
マ
ン
主
演
の
映
画
を

と
っ
て
い
る
と
き
の
こ
と
。
バ
ー
グ
マ

ン
が
「
こ
の
脚
本
の
こ
こ
は
理
屈
に
合

わ
な
い
の
で
は
」
と
文
句
を
い
っ
た
。

す
る
と
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
が
答
え
て
い
う

に
は
「
イ
ン
グ
リ
ッ
ド
、
気
に
す
る
な
。

た
か
が
映
画
じ
ゃ
な
い
か
」。

　

ま
さ
に
名
言
。
で
も
、
そ
の
「
た
か

が
映
画
」
が
私
は
大
好
き
で
や
め
ら
れ

な
い
。
気
に
入
っ
た
映
画
な
ら
何
度
見

て
も
よ
く
、
こ
の
映
画
も
そ
の
１
本
に

数
え
よ
う
。
た
だ
し
次
回
は
試
写
室
の

貧
弱
な
ス
ク
リ
ー
ン
で
な
く
、
ま
た
並

び
の
悪
い
椅
子
で
前
の
大
頭
に
じ
ゃ
ま

さ
れ
る
こ
と
も
な
い
、
迫
力
十
分
な
映

画
館
の
大
画
面
で
見
て
み
た
い
。

『アルプス三つの壁』笑顔のクルツ

映画『アイガー北壁』のアタックシーン
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カ
ヒ
ル
ト
ナ
・
ピ
ー
ク
か
ら
カ
シ
ン
リ

ッ
ジ
を
経
て
デ
ナ
リ
へ
の
継
続
登
攀

２
０
０
９
年
４
月　

日
〜
６
月
７
日

２７

チ
ー
ム
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｂ
Ｉ
（
谷
口
け
い
・

鈴
木
啓
紀
・
三
笘　
育
）

　

２
０
０
８
年
５
月
に
消
息
を
絶
っ
た

山
田
達
郎
・
井
上
祐
人
が
引
い
た
ラ
イ

ン
�
カ
ヒ
ル
ト
ナ
・
ピ
ー
ク
〜
カ
シ
ン

リ
ッ
ジ
�
を
た
ど
り
、
デ
ナ
リ
に
至
る

美
し
い
ラ
イ
ン
を
完
結
さ
せ
た
い
、
と

い
う
思
い
を
も
っ
て
出
か
け
た
。

　

４
月　

日
、
カ
ヒ
ル
ト
ナ
氷
河
に
Ｂ

２９

Ｃ
設
営
。
５
月
１
日
、
イ
ー
ス
ト
フ
ォ

ー
ク
と
ノ
ー
ス
イ
ー
ス
ト
フ
ォ
ー
ク
の

中
間
に
Ｃ
１
を
作
り
、
偵
察
。

　

５
月
２
日
か
ら
ウ
エ
ス
ト
・
バ
ッ
ト

レ
ス
ル
ー
ト
を
高
所
順
応
登
山
。
８
日
、

谷
口
・
鈴
木
は
デ
ナ
リ
頂
上
へ
。
三
笘

は
デ
ナ
リ
パ
ス
ま
で
。
入
山
か
ら
こ
の

と
き
ま
で
は
晴
天
が
続
い
た
が
、
Ｂ
Ｃ

へ
の
下
降
中
に
悪
天
の
周
期
に
入
り
、

降
雪
と
強
風
で
カ
ヒ
ル
ト
ナ
氷
河
上
は

ど
こ
も
ブ
リ
ザ
ー
ド
と
な
る
。

　

５
月　

日
、
Ｂ
Ｃ
帰
着
。
鈴
木
は
こ

１１

の
と
き
の
登
頂
で
足
指
に
血
行
障
害
を

負
う
。
し
ば
ら
く
Ｂ
Ｃ
レ
ス
ト
。

　

５
月　

〜　

日
、
谷
口
・
三
笘
で
再

１８

２３

度
ウ
エ
ス
ト
・
バ
ッ
ト
レ
ス
ル
ー
ト
か

ら
頂
上
へ
向
か
う
が
、
強
風
の
た
め
フ

ッ
ト
ボ
ー
ル
フ
ィ
ー
ル
ド
ま
で
。

　

５
月　

日
、
先
日
の
偵
察
時
に
見
つ

２５

け
た
未
踏
の
ラ
イ
ン
を
登
り
に
い
く
。

天
空
へ
向
か
っ
て
伸
び
る
氷
と
岩
の
美

し
い
ひ
と
筋
。
カ
ヒ
ル
ト
ナ
Ｂ
Ｃ
か
ら

東
へ
２
時
間
弱
、
ハ
ン
タ
ー
北
壁
を
通

り
過
ぎ
て
し
ば
ら
く
行
っ
た
所
に
あ
り
、

こ
れ
ま
で
そ
の
存
在
は
知
ら
れ
て
い
な

い
と
思
わ
れ
る
。
シ
ュ
ル
ン
ト
越
え
か

ら
頂
稜
の
セ
ラ
ッ
ク
下
ま
で
８
ピ
ッ
チ
。

下
部
２
ピ
ッ
チ
は
脆
い
岩
で
プ
ロ
テ
ク

シ
ョ
ン
も
悪
い
が
、
そ
の
先
は
快
適
な

氷
が
続
い
て
側
壁
も
使
え
た
。

　

ル
ー
ト
名
＝
�W

ASAB
IG
ully

�

　

８
ピ
ッ
チ　

W
I４
+,M
４
X

　

５
月　

日
か
ら
降
雪
が
続
く
。
結
局
、

２７

カ
ヒ
ル
ト
ナ
か
ら
カ
シ
ン
へ
継
続
登
攀

は
で
き
ず
、
断
念
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ガ
ウ
リ
シ
ャ
ン
カ
ー
ル
東
壁

２
０
０
９
年　

月
７
日
〜　

月
７
日

１０

１２

平
出
和
也
・
谷
口
け
い

　

ネ
パ
ー
ル
と
チ
ベ
ッ
ト
の
国
境
に
位

置
す
る
ガ
ウ
リ
シ
ャ
ン
カ
ー
ル
、
未
踏

の
東
壁
（
チ
ベ
ッ
ト
側
）
へ
向
か
う
。

中
国
チ
ベ
ッ
ト
登
山
協
会
か
ら
登
山
許

可
は
出
た
も
の
の
、
実
際
に
現
地
へ
行

く
と
国
境
付
近
の
特
別
地
域
だ
か
ら
と

中
国
軍
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
ら
れ
る
。

粘
り
強
い
交
渉
の
末
、
無
事
Ｂ
Ｃ
へ
と

向
か
う
こ
と
が
で
き
た
。

　

ガ
ウ
リ
シ
ャ
ン
カ
ー
ル
東
面
の
メ
ン

ル
ン
盆
地
に
関
す
る
情
報
は
ほ
と
ん
ど

な
か
っ
た
の
で
、
偵
察
を
多
方
面
か
ら

行
な
う
。
ま
た
、
下
降
路
確
保
の
た
め
、

北
東
壁
か
ら
北
東
稜
を
登
攀
す
る
が
、

ナ
イ
フ
リ
ッ
ジ
と
セ
ラ
ッ
ク
帯
が
い
や

ら
し
く
、
下
降
路
と
し
て
は
使
え
な
い

と
い
う
こ
と
で
６
１
０
０
�
地
点
ま
で

で
撤
退
。
目
指
す
東
壁
は
、
晴
天
続
き

で
雪
も
氷
も
少
な
く
、
予
定
し
て
い
た

ラ
イ
ン
が
つ
な
が
ら
ず
、
南
峰
へ
突
き

上
げ
る
ク
ー
ロ
ワ
ー
ル
へ
と
予
定
を
変

更
す
る
。

　
　

月
５
日
、
Ｂ
Ｃ
を
出
発
し
て
東
壁

１１
下
部
の
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
帯
末
端
へ
。

翌
日
、
東
壁
基
部
ま
で
。

　
　

月
７
日
、
崩
れ
か
か
っ
た
セ
ラ
ッ

１１
ク
を
越
え
、
直
上
す
る
ク
ー
ロ
ワ
ー
ル

を
登
り
始
め
る
。
氷
雪
壁
は
上
部
へ
行

く
ほ
ど
に
硬
く
薄
く
脆
い
。
使
っ
た
プ

ロ
テ
ク
シ
ョ
ン
は
ス
ク
リ
ュ
ー
、
ス
ノ

ー
バ
ー
、
ト
ラ
イ
カ
ム
な
ど
。
ス
ラ
ブ

の
上
に
雪
ま
た
は
氷
、
と
い
う
箇
所
で

は
プ
ロ
テ
ク
シ
ョ
ン
が
厳
し
い
。
ビ
バ

ー
ク
サ
イ
ト
は
氷
を
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
し

て
小
さ
な
テ
ラ
ス
を
作
る
。

　

壁
４
日
目
。
頂
上
直
下
、
ヘ
ッ
ド
ウ

ォ
ー
ル
の
核
心
部
に
突
破
口
を
開
け
ず
、

６
８
５
０
�
に
て
敗
退
を
決
め
た
。

　

下
降
は
ほ
ぼ
同
ル
ー
ト
、
ア
バ
ラ
コ

フ
懸
垂　

回
と
、
ス
ノ
ー
バ
ー
や
チ
ョ

１５

ッ
ク
ス
ト
ー
ン
で
の
懸
垂
、
ク
ラ
イ
ム

ダ
ウ
ン
。
下
降
を
始
め
て
か
ら
降
雪
が

始
ま
り
、
雪
崩
か
ら
逃
げ
る
よ
う
に
下

降
を
つ
づ
け
た
。

　
　

月　

日
、
Ｂ
Ｃ
帰
着
。　

日
に
Ｂ

１１

１２

１４

Ｃ
を
撤
収
し
て
下
山
す
る
。

ク
ロ
ニ
ク
ル

　

年
、ア
ラ
ス
カ
と
ヒ
マ
ラ
ヤ
、ふ
た
つ
の
登
攀
報
告

０９

谷
口
け
い

ガウリシャンカール東壁の全貌
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①
「
法
人
改
革
対
応
検
討
」

選
択
肢
を
精
査
し
中
間
報
告

「
法
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、「
公
益
」

「
一
般
」
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト

を
精
査
し
、１
月　

日
、「
中
間
報
告
」に

２９

ま
と
め
た
。検
討
し
た
選
択
肢
は
①「
公

益
」
②
「
一
般
」
③
「
一
般
↓
公
益
移

行
」
の
３
つ
で
、
③
は
「
一
般
」
で
認

可
を
受
け
、
公
益
目
的
の
事
業
を
、
新

法
が
求
め
る
基
準
で
安
定
的
か
つ
継
続

的
に
実
施
で
き
る
見
通
し
が
つ
い
た
段

階
で
「
公
益
」
へ
切
り
替
え
る
と
い
う

も
の
で
あ
る
。

　

新
法
は
そ
の
運
用
に
当
た
っ
て
、「
公

益
支
出
」
の
認
定
な
ど
不
確
か
な
要
素

が
あ
る
う
え
、Ｊ
Ａ
Ｃ
自
体
、「
支
部
」の

定
款
上
の
扱
い
を
含
め
た
将
来
構
想
が

課
題
と
し
て
残
っ
て
い
る
た
め
だ
。
こ

の
た
め
ど
の
選
択
肢
を
と
る
か
に
つ
い

て
は
、
現
段
階
で
の
委
員
そ
れ
ぞ
れ
の

意
見
を
、
参
考
ま
で
に
添
付
す
る
に
と

ど
め
た
。理
事
会
や
３
月
、６
月
の
総
会

な
ど
で
論
議
を
進
め
て
い
た
だ
き
、
周

辺
の
諸
情
勢
を
勘
案
し
な
が
ら
結
論
を

導
い
て
、来
年
６
月
ご
ろ
、い
ず
れ
か
の

申
請
を
、と
考
え
て
い
る
。（
吉
永
英
明
）

②
「
Ｊ
Ａ
Ｃ 
┃ 
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
」

リ
ー
ダ
ー
講
習
と
若
手
会
員
増

　

４
回
目
の
会
合
を
１
月
末
に
開
き
、

若
年
層
対
象
の
企
画
を
検
討
し
た
。
大

き
く
分
け
て
２
つ
。
①
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
将
来

を
担
う
リ
ー
ダ
ー
養
成
の
た
め
の
登
山

講
習
、
②
若
手
会
員
の
募
集
、
で
あ
る
。

　

①
に
関
し
て
は
、　

歳
未
満
の
一
般

４０

公
募
と
学
校
山
岳
部
の
学
生
を
対
象
に

年
間
の
机
上
講
習
（
登
山
の
基
礎
・
ロ

ー
プ
ワ
ー
ク
・
雪
山
登
山
入
門
・
冬
山

気
象
・
救
急
救
命
）
と
実
地
講
習
（
無

雪
期
の
山
、
岩
場
で
登
山
・
フ
リ
ー
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
・
沢
登
り
・
雪
山
登
山
・

雪
崩
講
習
と
体
験
雪
洞
）
を
実
施
。
講

師
は
日
本
山
岳
ガ
イ
ド
協
会
認
定
の
国

際
ガ
イ
ド
・
登
攀
ガ
イ
ド
で
、
指
導
委

員
会
な
ど
Ｊ
Ａ
Ｃ
会
員
が
補
助
要
因
と

し
て
加
わ
る
。
募
集
人
員
は　

人
程
度
。

２０

　

②
に
関
し
て
は
、
地
方
支
部　

地
点

３０

で
夏
山
縦
走
程
度
の
初
級
登
山
技
術
講

習
を
行
な
い
若
い
入
会
者
を
募
る
。
会

員
募
集
の
目
標
は
１
５
０
人
。
ま
た
、

年
間　

回
の
山
行
を
行
な
い
若
手
会
員

１２

の
登
山
技
術
向
上
を
目
指
す
。
リ
ー
ダ

ー
は
Ｊ
Ａ
Ｃ
会
員
と
す
る
。（
古
野　
淳
）

③
「
支
部
活
性
化
」

東
京
多
摩
支
部
誕
生

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は
神
崎
担

当
副
会
長
を
は
じ
め　

名
で
構
成
さ
れ
、

１１

昨
年　

月
に
結
成
を
み
て
以
後
、
数
度

１１

の
会
合
を
経
て
そ
の
目
標
、
方
法
を
模

索
し
て
き
た
。

　

目
標
と
し
て
は
、
主
に
首
都
圏
を
対

象
に
未
組
織
地
域
の
支
部
化
を
図
り
、

既
存
支
部
と
本
部
と
の
連
携
を
密
に
し

て
、
よ
り
充
実
し
た
会
員
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
、
す
べ
て
の
会
員
に
豊
か
な
ク

ラ
ブ
ラ
イ
フ
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と

で
あ
る
。
目
標
達
成
の
た
め
、
ま
ず
は

支
部
の
現
状
を
十
分
に
把
握
す
る
作
業

か
ら
始
め
、
１
月
末
に
全
国
支
部
事
務

局
担
当
者
会
議
が
行
な
わ
れ
た
の
を
機

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
用
意
し
て
回
答
を
求

め
た
。
こ
の
結
果
に
基
づ
い
て
ヒ
ヤ
リ

ン
グ
を
行
な
う
な
ど
し
て
活
性
化
の
ヒ

ン
ト
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

　

全
国
支
部
化
の
促
進
は
以
前
か
ら
本

会
の
方
針
で
あ
り
、
こ
の
２
月　

日
に

２０

は　

番
目
の
支
部
と
し
て
東
京
多
摩
支

２９
部
が
設
立
総
会
を
開
く
。
首
都
圏
で
は

２
０
０
７
年
の
栃
木
、
茨
城
、
千
葉
に

続
く
支
部
誕
生
で
、
埼
玉
も
４
月
を
目

標
に
、
設
立
に
向
け
て
詰
め
の
段
階
に

入
っ
て
い
る
。　　
　
　
　
（
石
橋
正
美
）

④
「
山
の
日
制
定
」

日
山
協
な
ど
５
団
体
が
連
携
へ

　

当
会
の
尾
上
会
長
ら
役
員
が
、
こ
の

ほ
ど
日
本
山
岳
協
会
（
日
山
協
）、
日
本

勤
労
者
山
岳
連
盟
（
労
山
）
の
代
表
と

会
っ
て
「
山
の
日
」
制
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
の
連
携
を
呼
び
か
け
、
山
岳
団
体

が
結
束
し
て
「
山
の
日
」
に
取
り
組
む

こ
と
で
一
致
し
た
。
日
本
山
岳
ガ
イ
ド

協
会
、
Ｈ
Ａ
Ｔ
�
Ｊ
も
趣
旨
に
賛
同
し

て
お
り
、
５
団
体
が
国
民
運
動
展
開
に

向
け
て
連
絡
協
議
会
（
仮
称
）
を
設
置

す
る
運
び
と
な
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

具
体
的
な
進
め
方
、
協
力
の
仕
方
な
ど

を
話
し
合
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、「
山
の
日
」
制
定
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
い
ま
、
会
員
一
人
ひ
と
り
は
、

あ
る
い
は
支
部
は
、
何
を
す
れ
ば
い
い

の
か
と
い
う
声
を
聞
く
。
会
員
各
位
に

お
願
い
し
た
い
の
は
、
ま
ず
「
山
の
日
」

制
定
活
動
の
趣
旨
を
周
り
の
人
々
に
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
各
支
部
は
趣
旨
に
沿
っ
た
イ
ベ

ン
ト
を
企
画
し
盛
り
上
げ
、
参
加
者
の

輪
を
広
げ
て
ほ
し
い
。
推
進
本
部
で
あ

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
は
、
と
り

あ
え
ず
ア
ピ
ー
ル
用
の
チ
ラ
シ
づ
く
り

（
５
万
枚
予
定
）
に
取
り
か
か
っ
て
い

る
。　　
　
　
　
　
　
　
　
（
成
川
隆
顕
）

レ
ポ
ー
ト

「
再
生
と
復
権
」４
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
現
場
か
ら



山　777－2010・２・２０（第三種郵便物認可）

■8

�

�

会員の皆様のご意見、エッセイ、

俳句、短歌、詩などを掲載する

ページです。どしどしご投稿く

ださい。（紙面に限りがありま

すので、１点につき1000字程

度でお願いします） 

東西 
南北 

　

Ｊ
Ａ
Ｃ
冬
山
天
気
予
報
配
信
の
こ
と

は
会
報
『
山
』
の
記
事
で
知
っ
て
い
た

が
、
よ
く
見
な
い
ま
ま
に　

年　

月
末
、

０８

１２

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ト
か
ら
奥
穂
高

岳
を
目
指
し
、
悪
天
で
撤
退
し
た
経
験

が
あ
る
。

　

今
年
冬
は
、
２
人
で
ノ
ー
マ
ル
ル
ー

ト
の
涸
沢
岳
西
尾
根
か
ら
再
度
、
奥
穂

高
岳
を
目
指
し
、
帰
路
を
西
尾
根
南
稜

に
と
る
計
画
を
立
て
た
。
会
報
『
山
』

に
、
今
年
も
天
気
予
報
配
信
を
す
る
と

あ
っ
た
の
で
、
今
度
は
利
用
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。　

月　

日
か
ら
入
山
予
定

１２

３０

だ
っ
た
が
「
槍
・
穂
方
面
が　

日
午
後

３０

か
ら
１
月
２
日
ま
で
大
荒
れ
、
一
晩
で

１
�
を
超
す
降
雪
、
稜
線
で　

�
の
風

２５

雪
」
と
い
う
最
悪
の
予
報
コ
メ
ン
ト
を

見
て
入
山
を
２
日
遅
ら
せ
た
。

　

１
月
１
日
朝
、
新
穂
高
温
泉
か
ら
歩

き
出
し
た
が
、
予
報
通
り
の
積
雪
で
大

変
な
ラ
ッ
セ
ル
。
穂
高
平
あ
た
り
か
ら

撤
退
し
下
山
し
て
く
る
パ
ー
テ
ィ
と

次
々
と
す
れ
ち
が
う
。
そ
の
ト
レ
ー
ル

を
使
っ
て
、
な
ん
と
か
２
０
０
０
�
付

近
ま
で
登
っ
て
幕
営
。
そ
の
晩
、
携
帯

電
話
で
Ｊ
Ａ
Ｃ
予
報
が
入
手
で
き
た
。

こ
の
数
日
ほ
ど
最
悪
で
は
な
い
が
、
相

変
わ
ら
ず
悪
い
。

　

翌
２
日
、
２
４
０
０
�
付
近
に
前
後

し
て
テ
ン
ト
が
２
つ
。
そ
の
テ
ン
ト
の

パ
ー
テ
ィ
が
、
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
ピ
ー

ク
ま
で
登
っ
て
引
き
返
し
て
き
た
。
彼

ら
の
話
で
は
、
も
う
１
つ
の
テ
ン
ト
は

何
日
も
前
か
ら
無
人
だ
が
、
上
部
に
は

も
う
１
パ
ー
テ
ィ
も
見
当
た
ら
な
い
と

の
こ
と
。

　
　

時
過
ぎ
、
２
７
２
０
�
蒲
田
富
士

１５
末
端
に
テ
ン
ト
を
張
る
。
昨
年
も
泊
ま

っ
た
場
所
で
風
も
少
し
お
さ
ま
る
。
こ

こ
も
携
帯
電
話
Ｏ
Ｋ
。
予
報
で
は
明
日

３
日
も
期
待
し
た
ほ
ど
回
復
し
な
い
よ

う
だ
。
そ
の
晩
は
恐
ろ
し
い
ほ
ど
の
強

風
、
テ
ン
ト
が
押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
に

な
り
、
外
に
出
て
除
雪
。

　

３
日
、
風
が
少
し
お
さ
ま
り
薄
日
も

差
す
。
よ
し
、
せ
め
て
昨
年
行
け
な
か

っ
た
涸
沢
岳
ま
で
で
も
と
思
っ
て
出
発
。

ガ
ス
で
ぼ
ん
や
り
し
た
視
界
の
な
か
、

蒲
田
富
士
頂
上
目
指
し
稜
線
を　

分
ほ

３０

ど
ラ
ッ
セ
ル
し
な
が
ら
進
ん
で
い
く
と

ビ
シ
ッ
と
い
う
音
。
あ
わ
て
て
白
出
側

に
身
を
投
げ
出
す
と
左
の
足
元
が　

�
３０

に
わ
た
っ
て
大
崩
落
。
お
そ
る
お
そ
る

左
の
チ
ビ
谷
側
を
覗
き
込
む
と
、
垂
壁

に
か
ぶ
さ
る
よ
う
に
雪
庇
が
５
�
ほ
ど

張
り
出
し
て
続
い
て
い
る
。
過
去
の
ど

の
年
よ
り
も
大
き
く
、
こ
れ
も
予
報
コ

メ
ン
ト
通
り
。

　

さ
ら
に
慎
重
に
進
む
と
、
先
頭
の
同

行
者
の
足
に
何
か
固
い
も
の
が
当
た
る
。

掘
り
出
し
て
み
た
ら
白
い
ヘ
ル
メ
ッ
ト

に
青
い
ヤ
ッ
ケ
の
凍
結
し
た
遺
体
だ
っ

た
。
多
分
、
無
人
テ
ン
ト
の
人
だ
ろ
う
。

互
い
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
こ
こ
の
緯
度
経
度
を

入
力
、
そ
れ
以
上
の
前
進
を
あ
き
ら
め

連
絡
の
た
め
撤
退
、
登
り
に
幕
営
し
た

２
０
０
０
�
の
安
全
地
帯
ま
で
下
る
。

　

午
後
の
Ｊ
Ａ
Ｃ
予
報
、
槍
・
穂
の
明

日
４
日
は
午
前
の
み
晴
れ
。
遺
体
は
も

う
雪
に
埋
ま
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
ら
、

ヘ
リ
か
ら
救
助
隊
員
が
降
り
て
探
し
、

掘
り
出
さ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
時

間
が
な
い
と
判
断
、
留
守
宅
本
部
に
警

察
へ
の
届
出
を
連
絡
依
頼
す
る
。

　

４
日
朝
、
テ
ン
ト
を
撤
収
し
て
い
る

と
き
岐
阜
県
警
の
ヘ
リ
が
飛
来
、
雪
に

埋
ま
っ
て
遺
体
場
所
が
わ
か
ら
な
い
の

で
ヘ
リ
に
乗
っ
て
教
え
て
ほ
し
い
と
の

こ
と
だ
。
そ
の
場
で
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
さ

れ
、
一
歩
も
歩
く
こ
と
な
く
新
穂
高
温

泉
に
下
山
。

　

そ
の
後
、
警
察
の
救
助
隊
員
と
一
緒

に
蒲
田
富
士
の
上
で
ゾ
ン
デ
棒
（
ブ
ロ

ー
ブ
）
を
使
っ
て
よ
う
や
く
遺
体
を
発

見
し
た
。
予
報
通
り
、
槍
・
穂
の
頂
に

再
度
雲
が
か
か
る
少
し
前
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
ヘ
リ
が
収
容
し
た
の
は
３
人
パ

ー
テ
ィ
の
う
ち
の
１
人
、
残
る
２
人
は

冬
山
天
気
予
報
配
信
効
果
を

実
感

西
嶋
錬
太
郎

ガスの中、頂上を目指して進む
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目
指
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

三
浦
半
島
逗
子
市
と
葉
山
町
の
境
に

あ
る
小
高
い
山
頂
、
放
送
用
鉄
塔
の
設

置
予
定
地
に
大
形
の
古
墳
が
埋
ま
っ
て

い
る
の
が
発
見
さ
れ
た
。

　

調
査
の
結
果
、
尾
根
続
き
の
５
０
０

�
先
に
も
う
１
カ
所
で
古
墳
が
確
認
さ

れ
、
土
器
や
埴
輪
等
も
出
土
し
て
い
る
。

４
世
紀
前
期
の
全
長　

�
と　

�
の
前

９０

８８

方
後
円
墳
２
基
で
、
保
存
状
態
は
良
好
、

所
在
地
名
か
ら
長
柄
桜
山
古
墳
群
と
命

名
さ
れ
た
。

　

東
日
本
の
古
墳
時
代
を
考
察
す
る
う

え
で
重
要
な
意
味
を
も
ち
、
神
奈
川
県

内
で
は
最
大
級
の
古
墳
で
あ
る
。
相
模

湾
を
隔
て
遠
く
富
士
山
を
望
む
景
勝
地

に
あ
り
、
２
０
０
２
年
国
の
史
跡
に
指

定
さ
れ
て
い
る
。
平
成
の
代
に
な
っ
て
、

標
高
１
２
５
�
の
山
頂
か
ら
こ
の
よ
う

な
大
規
模
古
墳
が
発
見
さ
れ
た
と
は
実

に
稀
有
な
こ
と
で
あ
る
。
現
地
の
長
柄

桜
山
古
墳
群
へ
は
、
Ｊ
Ｒ
横
須
賀
線
逗

子
駅
か
ら
徒
歩
１
時
間
で
あ
る
。

　

略
し
て
「
地
デ
ジ
」、
地
上
波
デ
ジ
タ

ル
放
送
用
鉄
塔
の
設
置
計
画
中
の
も
の

で
は
、
鎌
倉
の
歴
史
的
遺
産
で
あ
る
山

頂
や
、
放
送
用
鉄
塔
で
高
さ
約　

�
を

２０

設
置
工
事
中
の
秦
野
市
街
地
を
望
む
丹

沢
の
権
現
山
２
４
４
�
山
頂
が
あ
る
。

　

現
場
に
掲
示
さ
れ
て
い
る
工
事
の
告

知
を
確
認
す
る
と
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
他
首
都
圏

テ
レ
ビ
会
社
６
社
連
名
で
デ
ジ
タ
ル
用

通
信
鉄
塔
及
び
局
舎
を
建
設
す
る
も

の
」
と
あ
る
。
ア
ン
テ
ナ
用
鉄
塔
と
放

送
局
用
建
物
は
各
社
共
用
で
使
用
す
る

と
の
こ
と
で
あ
る
。
ほ
か
の
地
域
で
は
、

福
島
県
只
見
川
の
沼
沢
湖
近
く
全
山
ブ

ナ
林
と
い
っ
た
高
久
原
山
（
１
０
０
４

�
）
に
、
放
送
用
の
電
波
反
射
板
が
設

置
さ
れ
て
い
た
。

　

２
０
１
１
年
７
月　

日
ま
で
に
ア
ナ

２４

ロ
グ
放
送
か
ら
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ

の
完
全
移
行
が
な
さ
れ
る
と
い
う
。
受

信
者
側
の
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
の
買
い
替

え
だ
け
で
は
な
く
、
放
送
局
側
の
設
備

変
更
や
増
設
工
事
等
も
必
要
と
な
る
。

　

全
国
的
に
も
、
市
街
地
を
望
む
各
地

の
山
々
へ
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
用
鉄

塔
と
付
属
設
備
が
次
々
と
設
置
さ
れ
て

い
く
の
で
は
な
い
か
と
案
じ
て
い
る
。

ま
だ
雪
の
中
で
あ
る
。

　

正
月
の
奥
穂
高
で
わ
れ
わ
れ
の
よ
う

に
蒲
田
富
士
近
辺
ま
で
テ
ン
ト
を
上
げ

る
パ
ー
テ
ィ
は
少
な
い
。
多
く
が
２
４

０
０
�
の
樹
林
帯
で
幕
営
、
そ
こ
か
ら

軽
装
備
で
涸
沢
岳
経
由
奥
穂
高
岳
へ
の

日
帰
り
登
山
を
行
な
っ
て
い
る
。
大
変

な
ロ
ン
グ
ル
ー
ト
で
、
ト
レ
ー
ル
が
つ

い
て
い
て
、
し
か
も
丸
一
日
の
好
天
が

続
く
の
な
ら
よ
い
が
、
視
界
の
き
か
な

い
悪
天
で
は
危
険
な
行
動
で
あ
る
。

　

多
分
、
今
年
の
正
月
、
奥
穂
高
岳
ま

で
登
っ
た
パ
ー
テ
イ
は
な
く
、
蒲
田
富

士
に
届
い
た
パ
ー
テ
イ
も
彼
ら
と
わ
れ

わ
れ
だ
け
だ
ろ
う
。
彼
ら
は
、　

月　
１２

３０

日
午
後
か
ら
の
激
変
す
る
悪
天
に
捕
ま

っ
て
し
ま
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
別
の

出
来
事
が
起
き
た
の
か
。
悪
天
の
せ
い

だ
と
す
れ
ば
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
冬
山
天
気
予
報

を
見
て
い
た
ら
、
結
果
が
違
っ
て
い
た

よ
う
な
気
も
す
る
。
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
予
報
は

素
人
で
も
わ
か
る
。

　

今
回
、
私
は
冬
山
天
気
予
報
を
利
用

し
て
み
て
、
公
益
事
業
の
中
で
も
遭
難

防
止
に
直
結
す
る
大
変
有
益
な
事
業
だ

と
実
感
し
た
。
せ
っ
か
く
の
予
報
、
Ｊ

Ａ
Ｃ
は
も
っ
と
大
々
的
に
周
知
さ
せ
そ

の
利
用
促
進
を
図
り
、
今
後
、
予
報
山

域
の
拡
大
や
更
な
る
精
度
の
向
上
、
そ

の
た
め
の
複
数
の
予
報
官
育
成
な
ど
を

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
用
鉄
塔

工
事
と
古
墳

祖
父
川
精
治
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活 

動 

報 

告 

日本山岳会の 
各委員会、同好会の 
活動報告です 

　

中
村
テ
ル
さ
ん
の
名
前
を
、
皆
さ
ん

は
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。
結
婚
後
の
姓
を

名
の
っ
た
佐
藤
テ
ル
さ
ん
と
し
て
な
じ

ん
だ
人
も
多
い
だ
ろ
う
。

　

中
村
テ
ル
さ
ん
は
、
１
９
０
４
年
生

ま
れ
。
明
治
・
大
正
・
昭
和
を
生
き
、

昨
年
に
１
０
４
歳
で
亡
く
な
っ
た
。
女

性
登
山
家
の
草
分
け
的
存
在
だ
。
同
時

代
の
女
性
登
山
家
に
は
、
村
井
米
子
、

黒
田
初
子
、
今
井
喜
美
子
、
川
森
左
智

子
、
そ
し
て
坂
倉
登
喜
子
さ
ん
ら
の
名

が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
テ
ル
さ
ん
は
「
女

性
の
登
山
の
幕
開
け
」
を
担
っ
た
最
後

の
ひ
と
り
だ
っ
た
と
言
え
る
。

　

昨
年
末
の　

月　

日
、
小
倉
董
子
さ

１２

１４

ん
を
お
呼
び
し
て
、
そ
の
中
村
テ
ル
さ

ん
の
活
躍
と
、
同
時
代
の
女
性
登
山
家

た
ち
の
肖
像
を
語
っ
て
も
ら
っ
た
。
テ

ル
さ
ん
ら
を
第
一
世
代
と
す
れ
ば
、
小

図
書
委
員
会
―
―
―
―
―
―
―

山
を
語
る「
女
性
の
山
�
中
村

テ
ル
さ
ん
の
時
代
」

倉
さ
ん
は
第
二
世
代
に
あ
た
り
、
第
一

世
代
の
苦
労
を
直
接
に
目
の
当
た
り
に

し
て
き
た
証
人
だ
。

　

テ
ル
さ
ん
が
本
格
的
に
登
山
を
始
め

た
の
は　

歳
の
時
だ
と
い
う
。
そ
し
て

１７

山
に
魅
了
さ
れ
１
９
２
７
（
昭
和
２
）

年
の
元
旦
に
は
、
強
力
の
梶
房
吉
ら
と

と
も
に
厳
冬
期
の
富
士
山
登
頂
。
１
９

３
１
年
に
は
女
性
だ
け
の
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
山

岳
会
を
設
立
す
る
。

　

し
か
し
、
テ
ル
さ
ん
の
魅
力
は
登
山

家
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
女
性
の
社

会
的
な
地
位
が
ま
だ
ま
だ
低
い
時
代
に
、

働
く
自
立
し
た
女
性
と
し
て
の
存
在
感

が
際
立
っ
て
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。
堪
能

な
英
語
力
を
活
か
し
て
、
日
本
フ
ォ
ー

ド
社
に
勤
め
る
。
そ
の
美
し
さ
に
、
下

山
す
る
と
映
画
会
社
が
待
ち
か
ま
え
、

女
優
へ
の
誘
い
が
あ
っ
た
と
い
う
。
戦

後
は
ア
メ
リ
カ
陸
軍
の
裁
判
所
で
同
時

通
訳
の
仕
事
に
従
事
し
、
下
着
デ
ザ
イ

ナ
ー
と
し
て
も
活
躍
。た
い
へ
ん
な「
キ

ャ
リ
ア
ウ
ー
マ
ン
」
な
の
だ
。

　

し
か
し
、
こ
の
時
代
の
女
性
の
活
動

に
は
制
約
が
多
か
っ
た
。
登
山
を
す
る

女
性
は
「
そ
ん
な
お
転
婆
娘
は
嫁
の
も

ら
い
手
が
な
い
、
と
決
め
つ
け
ら
れ
て

い
た
」し
、「
ズ
ボ
ン
と
リ
ュ
ッ
ク
姿
で

家
を
出
ら
れ
る
女
性
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、

駅
の
近
く
の
知
人
の
家
と
か
お
店
に
、

山
の
道
具
を
あ
ず
け
る
な
ど
、
す
べ
て

が
秘
密
作
戦
で
あ
っ
た
」と
い
う
。そ
ん

な
時
代
に
、
家
族
や
周
囲
の
理
解
を
得

て
登
山
を
続
け
る
こ
と
が
、
ど
ん
な
に

困
難
な
こ
と
で
あ
っ
た
か
。
や
む
な
く

子
ど
も
を
夫
の
家
に
残
し
て
離
婚
せ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
人
も
あ
っ
た
と
い
う
。

　

し
か
し
、
そ
ん
な
厳
し
い
環
境
の
な

か
で
、
文
部
省
の
登
山
研
修
所
に
女
性

用
の
ト
イ
レ
を
作
る
よ
う
働
き
か
け
る

こ
と
か
ら
始
め
、
女
性
の
指
導
者
の
育

成
や
婦
人
懇
談
会
の
結
成
な
ど
を
、
女

性
た
ち
は
世
代
を
超
え
て
連
携
し
な
が

ら
、
ひ
と
つ
ず
つ
獲
得
し
て
き
た
こ
と

も
小
倉
さ
ん
か
ら
語
ら
れ
た
。
い
ま
私

た
ち
が
自
由
に
山
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
の
は
、
そ
の
た
ま
も
の
な
の
だ
と

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。

　

な
お
、
中
村
テ
ル
さ
ん
の
厳
冬
期
の

富
士
山
登
頂
を
「
女
性
初
」
と
紹
介
さ

れ
る
こ
と
が
多
い
が
、『
女
性
登
山
教

室
』（
成
美
堂
出
版
）
の
中
に
「（
黒
田
）

米
子
さ
ん
が
（
中
略
）
大
正　

年
に
は

１３

冬
の
富
士
山
に
登
っ
て
い
る
」
と
テ
ル

さ
ん
自
身
の
記
述
が
あ
り
、「
女
性
初
」

に
は
疑
問
が
残
る
こ
と
も
小
倉
さ
ん
か

ら
指
摘
が
あ
っ
た
こ
と
を
付
け
加
え
て

お
こ
う
。
参
加
者
は　

名
で
あ
っ
た
。

３２（
三
好
ま
き
子
） 中村テルさんを語る小倉董子さん

左から黒田初子、今井喜美子、中村テル、田部井淳子の各氏
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年末年始、開けられた山研で

　

暮
れ
も
押
し
詰
ま
っ
た　

年　

月　

０９

１２

２８

日
か
ら　

日
ま
で
、
家
族
３
人
、
上
高

３０

地
の
山
研
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
中
高

年
に
な
っ
て
山
歩
き
を
再
開
し
た
連
れ

合
い
は
、
中
学
２
年
生
に
な
る
娘
に
、

雪
の
穂
高
の
雄
大
な
山
並
み
を
見
せ
れ

ば
、
山
へ
の
興
味
が
高
ま
り
、
山
歩
き

に
も
積
極
的
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

期
す
る
と
こ
ろ
大
で
あ
る
。

　
　

日
の
朝
、
特
急
あ
ず
さ
号
で
東
京

２８
を
発
ち
松
本
に
着
き
、
そ
こ
か
ら
高
山

行
き
の
バ
ス
で
釜
ト
ン
ネ
ル
の
入
り
口

ま
で
行
く
。
上
高
地
で
は
雪
が
降
っ
て

い
る
と
の
連
絡
が
あ
っ
た
も
の
の
、
バ

山
研
運
営
委
員
会
―
―
―
―
―

冬
の
上
高
地
を
訪
れ
て

ス
の
窓
か
ら
外
を
見
て
も
、
松
本
盆
地

に
は
雪
ら
し
い
も
の
は
見
え
な
い
。
し

か
し
バ
ス
が
新
島
々
を
過
ぎ
山
道
に
か

か
る
こ
ろ
か
ら
チ
ラ
チ
ラ
と
雪
模
様
と

な
り
、
安
房
ト
ン
ネ
ル
手
前
「
中
の
湯
」

で
バ
ス
を
降
り
た
と
き
に
は
一
面
の
雪

景
色
に
粉
雪
が
舞
っ
て
い
た
。

　

釜
ト
ン
ネ
ル
ま
で
迎
え
に
来
て
く
だ

さ
っ
た
山
川
理
事
と
斎
藤
委
員
の
先
導

で
、
山
研
ま
で
吹
雪
の
中
を
約
３
時
間

の
道
の
り
を
歩
く
こ
と
に
な
っ
た
。
降

っ
た
ば
か
り
の
粉
雪
が
こ
ん
な
に
滑
り

や
す
い
か
と
思
う
ほ
ど
サ
ラ
サ
ラ
と
し

て
、
私
は
山
研
に
着
く
ま
で
に
不
覚
に

も
３
度
も
転
ん
で
し
ま
っ
た
。

　

河
童
橋
か
ら
ほ
ど
近
く
に
あ
る
山
研

は
、
地
下
の
部
分
が
石
造
り
の
立
派
な

建
物
だ
。
食
堂
に
は
薪
ス
ト
ー
ブ
が
燃

え
、
前
日
到
着
さ
れ
た
方
た
ち　

人
が

１０

ゆ
っ
く
り
と
寛
い
で
お
ら
れ
た
。
昼
食

に
太
田
理
事
心
づ
く
し
の
カ
レ
ー
ラ
イ

ス
を
ご
ち
そ
う
に
な
り
、
ひ
と
休
み
す

る
と
も
う
夕
餉
。
外
は
吹
雪
で
も
山
研

の
中
は
暖
か
く
、
ビ
ー
ル
や
ワ
イ
ン
を

傾
け
、
キ
ム
チ
鍋
を
つ
つ
き
な
が
ら
話

に
花
が
咲
く
和
や
か
な
夜
で
あ
っ
た
。

　

翌
朝
７
時
、
窓
か
ら
外
を
見
る
と
、

穂
高
の
稜
線
が
朝
日
を
浴
び
て
桜
色
に

染
ま
っ
て
見
え
る
。
文
字
通
り
雲
ひ
と

つ
な
い
晴
天
で
あ
る
。
帰
京
さ
れ
る

方
々
を
見
送
り
、
河
童
橋
に
出
て
み
る

と
、
梓
川
の
上
流
側
に
は
明
神
岳
、
前

穂
高
か
ら
奥
穂
高
に
続
く
吊
尾
根
、
そ

こ
か
ら
西
穂
高
に
続
く
山
容
が
迫
っ
て

く
る
。
下
流
を
見
る
と
、
焼
岳
の
山
頂

か
ら
噴
煙
が
上
が
っ
て
い
る
の
が
は
っ

き
り
分
か
る
。

　

梓
川
の
南
側
の
道
沿
い
に
明
神
ま
で

散
策
に
で
る
。
明
神
館
の
前
で
は
正
月

を
山
で
過
ご
す
た
め
に
涸
沢
に
向
か
う

男
女
数
人
の
パ
ー
テ
ィ
に
出
会
っ
た
。

私
た
ち
は
吊
り
橋
を
渡
り
穂
高
神
社
に

参
拝
し
、
明
神
池
に
出
て
み
る
。
観
光

シ
ー
ズ
ン
に
は
多
く
の
人
が
訪
れ
る
に

ち
が
い
な
い
の
だ
が
、
冬
季
は
冬
山
の

登
山
者
限
定
で
、
私
た
ち
が
明
神
池
で

出
会
っ
た
の
も
、
単
独
行
の
登
山
者
１

人
だ
け
だ
っ
た
。

　

帰
り
は
梓
川
の
北
側
の
道
を
下
っ
て

み
る
こ
と
に
す
る
。
林
の
中
の
道
な
の

で
、
葉
の
生
い
茂
っ
た
季
節
の
見
晴
ら

し
は
よ
く
な
い
ら
し
い
が
、
今
は
木
々

も
す
っ
か
り
葉
を
落
と
し
て
し
ま
っ
て

い
る
の
で
、
枝
の
間
か
ら
穂
高
の
稜
線

が
間
近
に
見
え
る
。
川
面
を
覗
い
て
み

る
と
、
黒
っ
ぽ
い
イ
ワ
ナ
が
流
れ
に
逆

ら
っ
て
何
匹
も
泳
い
で
い
る
。
さ
ら
に

行
く
と
、
道
路
を
横
切
る
薄
茶
色
の
生

き
も
の
が
い
る
。
よ
く
見
る
と
２
匹
の

サ
ル
だ
。
近
づ
く
と
こ
の
２
匹
だ
け
で

は
な
く
、
木
の
上
で
ジ
ー
ッ
と
こ
ち
ら

を
見
て
い
る
サ
ル
も
い
れ
ば
、
親
子
連

れ
も
何
組
か
お
り
、
母
ザ
ル
の
尻
の
上

に
子
ザ
ル
が
乗
っ
て
い
た
り
す
る
。
人

の
少
な
い
こ
の
季
節
に
は
、
サ
ル
も
少

し
は
落
ち
着
い
た
生
活
が
送
れ
る
の
だ

ろ
う
。

　

冬
の
上
高
地
を
訪
ね
る
と
い
う
得
が

た
い
機
会
に
恵
ま
れ
た
の
も
、
山
研
に

宿
泊
さ
せ
て
い
た
だ
け
た
か
ら
こ
そ
。

娘
の
山
へ
の
関
心
は
そ
れ
ほ
ど
高
ま
っ

た
と
は
思
え
な
い
が
、
来
る
人
が
限
ら

れ
る
か
ら
こ
そ
の
静
け
さ
や
、
山
の
生

き
も
の
と
の
遭
遇
は
強
い
印
象
を
残
し

た
よ
う
だ
。　　
　
　

（
矢
野
伊
津
子
）
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年
前
、
秋
田
支
部
設
立　

周
年
記

１０

４０

念
行
事
の
一
つ
と
し
て
、
会
員
が　

年
１０

後
の
支
部
や
自
分
に
対
し
て
の
思
い
を

記
し
、
カ
プ
セ
ル
に
入
れ
て
太
平
山
前

岳
に
埋
め
た
。
あ
れ
か
ら　

年
、
支
部

１０

設
立　

周
年
に
当
た
る　

年
、
掘
り
起

５０

０９

こ
す
こ
と
に
な
っ
た
。　

　

当
初
予
定
の　

月
１
日
が
予
報
で
は

１１

雨
だ
っ
た
の
で
、
一
日
繰
り
上
げ
て　
１０

月　

日
、
午
前
８
時
に
ザ
・
ブ
ー
ン
駐

３１
車
場
に
集
合
、
オ
ー
パ
ス
ス
キ
ー
場
を

車
で
走
り
、
二
手
ノ
又
登
山
口
に
向
か

う
。

　

８
時　

分
、
ス
コ
ッ
プ
な
ど
の
掘
り

３０

起
こ
し
用
具
を
背
負
い
、
紅
葉
真
っ
盛

り
の
樹
林
帯
を
ゆ
っ
く
り
登
り
、
前
岳

の
目
的
地
に
到
着
し
た
の
は　

時
で
あ

１０

っ
た
。
掘
り
起
こ
し
予
定
時
刻
よ
り
１

時
間
ほ
ど
早
か
っ
た
が
、　

年
前
の
記

１０

憶
を
た
ど
り
な
が
ら
埋
設
し
た
位
置
を

確
認
し
、
藪
の
刈
り
払
い
を
し
て
か
ら

掘
り
起
こ
し
を
開
始
し
た
。

「
た
し
か
こ
の
あ
た
り
の
は
ず
」、「
い

や
も
う
少
し
杉
の
木
の
根
元
近
く
だ
っ

た
は
ず
」
な
ど
と
言
い
な
が
ら
探
す
。

笹
が
若
干
生
い
茂
っ
て
い
た
も
の
の
、

掘
り
始
め
て　

分
ほ
ど
で
青
い
ビ
ニ
ー

１０

ル
が
出
て
き
た
。

　
　

時　

分
、
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
発

１０

２０

見
！　

後
か
ら
来
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
佐
々
木
支
部
長
、
進
藤
名
誉
顧
問
の

到
着
を
待
っ
て
、
カ
プ
セ
ル
を
掘
り
出

し
た
。
ブ
ル
ー
の
カ
バ
ー
に
包
装
さ
れ

た
中
か
ら
黄
金
色
の
カ
プ
セ
ル
が
姿
を

現
わ
し
た
。
腐
食
も
な
く
埋
め
た
時
と

変
わ
ら
ず
綺
麗
に
保
た
れ
て
い
た
。

　

記
念
撮
影
の
後
、
少
し
早
め
の
昼
食

に
し
た
。
鈴
木
事
務
局
長
か
ら
赤
飯
の

差
し
入
れ
が
あ
り
、
ま
た
、
進
藤
名
誉

顧
問
か
ら
は
趣
味
で
作
っ
て
い
る
ホ
タ

テ
の
燻
製
が
振
る
舞
わ
れ
た
。

　

昼
食
後
、
前
岳
ま
で
の
歩
道
を
刈
り

払
い
す
る
。
鎌
や
剪
定
ば
さ
み
の
切
れ

支
部 

だ
よ
り 

全国各地の支部から、
それぞれの活動状況を、
北から南へとリポート
します。 

掘り起こしたカプセルの前で

味
を
自
慢
し
な
が
ら
の
共
同
作
業
は
久

し
ぶ
り
で
あ
っ
た
。

　

な
お
、
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
は
、　

月
１１

　

日
、
乳
頭
温
泉
「
鶴
の
湯
」
で
開
催

２８の
支
部
設
立　

周
年
記
念
祝
賀
会
で
開

５０

封
さ
れ
る
。　　
　
　
　
　
（
鎌
田
倫
夫
）

前
岳
へ
標
柱
設
置

　

太
平
山
は
、
秋
田
市
内
の
登
山
愛
好

者
の
ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
前
岳
手

前
の
神
仙
山
神
社
（
女
人
堂
）
ま
で
の

コ
ー
ス
に
人
気
が
あ
る
。
前
岳
は
、
女

人
堂
か
ら
尾
根
筋
を　

分
く
ら
い
進
ん

１０

だ
北
側
へ
巻
く
道
の
右
手
前
に
あ
る
ピ

ー
ク
で
、
知
っ
て
い
る
人
は
以
外
に
少

な
い
。
大
半
の
人
は
女
人
堂
を
前
岳
と

秋
田
支
部

カ
プ
セ
ル
掘
り
起
こ
し

思
っ
て
い
る
ら
し
い
。

　
　

月　

日
。　

年
前
、
秋
田
支
部
設

１０

３１

１０

立　

周
年
に
埋
め
た
カ
プ
セ
ル
を
掘
り

４０
起
こ
し
に
行
っ
た
際
に
、
前
岳
ま
で
の

歩
道
を
刈
り
払
い
し
た
。
そ
の
時
に
設

立　

周
年
を
記
念
し
て
、
標
柱
を
設
置

５０
し
よ
う
と
い
う
案
が
出
た
。
そ
れ
は
よ

い
と
設
置
す
る
事
に
決
定
し
、
私
が
担

当
と
な
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
積
雪
の
前
に
私
の
手
づ
く

り
で
設
置
を
と
思
い
、
そ
こ
は
国
有
林

内
な
の
で
、
東
北
森
林
管
理
局
の
担
当

者
に
連
絡
し
、
早
速
作
業
を
進
め
た
。

ま
ず
、
低
予
算
、
安
全
で
目
立
ち
、
長

持
ち
を
し
て
登
山
者
に
喜
ば
れ
る
も
の
、

運
搬
に
楽
な
現
地
組
み
立
て
な
ど
を
考

慮
し
、
秋
田
杉
板
に
書
体
を
彫
刻
刀
で

刻
み
、
下
地
色
は
白
、
文
字
を
黒
と
し
、

取
り
付
け
す
る
材
料
を
購
入
し
て
１
週

間
で
完
成
し
た
。

　

積
雪
前
の
好
天
に
恵
ま
れ
た　

月　
１１

１２

日
、
参
加
者
５
名
、
二
手
ノ
又
登
山
口

か
ら
、
組
み
立
て
る
ば
か
り
に
し
た
標

柱
を
、
皆
で
分
散
し
て
背
負
い
前
岳
に

到
着
す
る
。
好
天
に
誘
わ
れ
て
登
っ
て

き
た
登
山
者
の
一
人
が
、
わ
れ
わ
れ
の

様
子
を
見
て
い
て
、
手
伝
い
を
し
た
い

と
い
う
の
で
喜
ん
で
参
加
し
て
も
ら
っ

た
。
場
所
を
決
め
、
標
柱
を
組
み
立
て

て
設
置
す
る
。
周
囲
の
藪
を
払
い
山
頂
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長
会
議
の
概
要
報
告
が
あ
っ
た
。
そ
の

な
か
で
、「
新
公
益
法
人
移
行
へ
の
対
応

と
支
部
活
性
化
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
支
部
会
則
に
よ
る
内
規
の
整
備
や

事
業
活
動
を
も
っ
と
活
発
化
さ
せ
る
た

め
、
総
務
、
事
業
、
支
部
報
、
自
然
保

護
、
図
書
、
県
山
協
の
各
委
員
会
を
立

ち
上
げ
、
精
力
的
に
活
動
し
て
い
か
ね

ば
な
ら
な
い
」
と
の
決
意
と
、
支
部
会

員
２
３
３
名
に
協
力
要
請
が
述
べ
ら
れ

た
。

　

神
崎
副
会
長
か
ら
は
祝
辞
を
い
た
だ

い
た
後
、
配
布
さ
れ
た
資
料
に
基
づ
い

て
、
当
会
の
現
状
説
明
と
課
題
と
そ
の

対
応
に
つ
い
て
の
講
話
を
拝
聴
し
た
。

「
全
会
員
の
支
部
所
属
化
を
目
指
し
、

支
部
の
充
実
し
た
事
業
に
よ
り
全
体
の

活
動
強
化
を
図
り
、
社
会
か
ら
さ
ら
に

信
頼
さ
れ
る
日
本
山
岳
会
を
確
立
し
た

い
。
そ
の
対
策
と
し
て
、
新
公
益
法
人

対
策
、
支
部
活
性
化
、〈
山
の
日
〉
制
定
、

若
年
会
員
対
策
の
４
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
新
設
し
た
。
越
後
支
部
に

大
い
に
期
待
し
て
い
る
」
旨
の
、
激
励

の
言
葉
も
い
た
だ
い
た
。
出
席
者
は
当

会
の
現
況
を
改
め
て
知
り
、
今
後
の
取

り
組
み
、
課
題
を
十
分
認
識
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

　

引
き
続
き
、
遠
藤
県
山
協
会
長
か
ら

祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。
そ
の
後
、
昨
年

５
月
と　

月
の
役
員
会
で
推
挙
さ
れ
た
、

１２

藤
井
信
、
杉
原
八
百
樹
、
内
藤
修
、
坂

井
厚
、
小
野
健
、
平
田
大
六
の
６
名
の

新
支
部
名
誉
会
員
が
紹
介
さ
れ
、
従
来

か
ら
の
室
賀
輝
男
支
部
名
誉
会
員
と
あ

わ
せ
、
越
後
支
部
に
対
す
る
功
労
が
称

え
ら
れ
た
。こ
れ
に
対
し
、代
表
し
て
坂

井
支
部
名
誉
会
員
か
ら
謝
辞
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
今
年
度
新
永
年
会
員
と
な
ら
れ

た
、
茨
木
弘
、
羽
賀
一
蔵
、
桜
井
昭
吉
、

坂
井
厚
、
笹
川
和
男
、
本
田
文
雄
の
６

会
員
の
紹
介
も
行
な
わ
れ
た
。

　

懇
親
会
は
、
藤
井
支
部
名
誉
会
員
の

乾
杯
の
発
声
で
開
宴
と
な
っ
た
。
宴
の

越
後
支
部

第　

回
支
部
年
次
晩
餐
会

２０

　

平
成　

年
度
越
後
支
部
年
次
晩
餐
会

２１

は
今
回
で
第　

回
を
迎
え
、
去
る　

年

２０

０９

　

月　

日
、
新
潟
市
東
映
ホ
テ
ル
で
開

１２

１２

催
さ
れ
た
。

　

出
席
者
は
支
部
会
員　

名
、
来
賓
に

８７

神
崎
忠
男
副
会
長
と
遠
藤
家
之
進
正
和

新
潟
県
山
岳
協
会
会
長
を
お
迎
え
し
た
。

　
　

時　

分
、
田
邊
信
行
事
務
局
長
の

１４

３０

司
会
進
行
で
開
会
と
な
り
、
冒
頭
に
こ

の
１
年
間
の
物
故
会
員
に
対
し
て
ご
冥

福
を
祈
り
黙
祷
を
し
た
。

　

続
い
て
、
山
崎
幸
和
新
支
部
長
か
ら

の
開
会
あ
い
さ
つ
で
、
平
成　

年
５
月

２１

の
支
部
総
会
で
選
任
さ
れ
て
か
ら
今
日

ま
で
の
支
部
活
動
状
況
と
、
全
国
支
部

盛会であった２０回目の越後支部年次晩餐会で

広
場
が
で
き
た
。
で
き
た
て
の
山
頂
広

場
で
、
鈴
木
事
務
局
長
差
し
入
れ
の
赤

飯
の
昼
食
は
格
別
に
お
い
し
か
っ
た
。

　

カ
プ
セ
ル
掘
り
起
こ
し
の
時
と
今
回
、

歩
道
の
刈
り
払
い
を
行
な
い
、
標
注
の

設
置
も
行
な
っ
て
、
公
益
目
的
事
業
の

一
端
を
担
っ
た
も
の
と
思
う
。

　

後
日
、
登
山
者
か
ら
「
前
岳
を
初
め

て
知
っ
た
」「
と
て
も
よ
い
こ
と
」
と
好

評
を
い
た
だ
い
て
嬉
し
く
思
っ
て
い
る
。

（
堀
井　
弘
）

頃
合
い
を
見
て
、
今
回
出
席
の　

年
度

２０

入
会
の
、
宮
崎
幸
司
、
海
発
泰
子
、
笠

原
志
郎
、　

年
度
入
会
の
�
本
修
一
、

２１

高
橋
誠
一
の
５
会
員
が
紹
介
さ
れ
た
。

新
入
会
員
か
ら
自
己
紹
介
と
抱
負
が
語

ら
れ
た
後
、
本
間
宏
之
副
支
部
長
か
ら

新
会
員
に
対
し
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
が
な

さ
れ
る
と
、
会
場
は
新
し
い
仲
間
の
歓

迎
一
色
に
盛
り
上
が
り
、
さ
ら
に
楽
し

い
和
や
か
な
と
き
が
延
々
と
続
い
た
。

　
　

時　

分
、
堂
々
と
し
て
格
式
の
あ

１７

４５

る
容
姿
の
山
田
一
介
永
年
会
員
が
、
声

高
ら
か
に
関
東
一
本
締
め
を
行
な
い

「
第　

回
支
部
晩
餐
会
」
も
お
開
き
と

２０

な
っ
た
。　　
　
　
　
　

（
本
間
宏
之
）
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明
治
以
降
、
日
本
に
近
代
登
山
が
始

ま
っ
て
か
ら
刊
行
さ
れ
た
山
の
本
の
代

表
的
な
作
品　

点
を
集
め
て
、
ダ
イ
ジ

７８

ェ
ス
ト
版
と
し
て
紹
介
し
た
も
の
。
編

者
の
近
藤
信
行
氏
ほ
か
、
大
森
久
雄
、

節
田
重
節
、
横
山
厚
夫
ら
の
各
氏　

名
１１

が
解
説
執
筆
を
担
当
し
、
羽
田
栄
治
氏

の
写
真
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。「
知
の
系

譜　

明
快
案
内
シ
リ
ー
ズ
」
に
収
め
ら

れ
た
読
書
ガ
イ
ド
だ
が
、
そ
れ
に
と
ど

ま
ら
な
い
内
容
を
含
ん
で
い
て
、
本
書

自
体
が
、
ひ
と
つ
の
山
の
本
と
し
て
読

ま
れ
得
る
興
味
を
も
つ
。

　

全
体
は
、
明
治
か
ら
大
正
初
期
ま
で

の
日
本
近
代
登
山
の
黎
明
期
を
対
象
と

し
た
「
Ⅰ　

山
へ
行
く
」
と
、
そ
の
後

に
続
く
昭
和
初
期
ま
で
の
「
Ⅱ　

山
を

抱
く
」
の
２
部
に
分
け
ら
れ
、
構
成
さ

れ
て
い
る
。

　

近
代
化
と
と
も
に
も
た
ら
さ
れ
た
近

代
登
山
は
、
ま
ず
は
日
本
の
山
岳
を
舞

台
に
、
新
た
な
山
登
り
の
実
践
を
生
み

出
し
て
い
っ
た
が
、そ
の
基
層
に
は「
伝

統
的
な
旅
ご
こ
ろ
と
美
意
識
」
が
あ
り
、

そ
の
上
に
、新
た
な
山
を
と
ら
え
る「
視

線
」
が
付
け
加
え
ら
れ
る
こ
と
で
、
日

本
独
自
の
山
の
文
化
が
形
成
さ
れ
て
い

っ
た
。
そ
れ
は
、
次
の
段
階
に
入
っ
て
、

多
様
な
か
た
ち
で
花
開
く
。
登
山
を
楽

し
む
人
は
増
加
し
、
海
外
の
山
へ
も
進

出
が
始
ま
る
。
そ
れ
ら
を
通
し
て
発
表

さ
れ
て
き
た
山
の
本
は
、
ま
さ
し
く
、

そ
う
し
た
多
様
な
山
と
の
か
か
わ
り
、

登
山
の
軌
跡
を
映
し
出
し
て
い
る
。

　

松
浦
武
四
郎
に
始
ま
り
、
小
島
烏
水
、

槇
有
恒
、
坂
本
直
行
に
い
た
る
著
作
の

な
か
か
ら
含
蓄
に
と
ん
だ
文
章
が
紹
介

図
書
紹
介 

さ
れ
て
い
る
が
、
ど
ん
な
一
節
、
ど
ん

な
章
句
を
抽
出
し
た
か
は
、
ま
さ
し
く

解
説
者
の
、
原
著
に
対
す
る
読
み
込
み

の
成
果
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
選
び
抜
か

れ
た
文
章
は
、
こ
こ
で
一
冊
の
本
に
ま

と
め
ら
れ
た
と
き
、
お
の
ず
と
解
説
者

自
身
の
言
葉
と
も
重
な
り
合
っ
て
、
さ

ら
に
新
た
な
語
り
の
働
き
を
も
ち
始
め

て
い
る
。
そ
こ
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

山
と
登
山
に
対
す
る
理
解
が
伝
わ
っ
て

く
る
が
、
そ
れ
が
何
か
は
、
読
者
が
み

ず
か
ら
読
み
取
る
べ
き
も
の
だ
ろ
う
。

そ
ん
な
山
の
本
と
の
語
ら
い
に
、
読
者

も
誘
な
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
参
加
す

る
と
き
、「
古
い
山
の
書
物
を
読
む
こ
と

は
、
松
方
三
郎
の
言
う
よ
う
に
懐
古
趣

味
で
は
な
く
、
新
し
い
登
山
の
基
盤
を

つ
く
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
」
だ
と
い

う
こ
と
を
、
改
め
て
了
解
さ
せ
て
く
れ

る
。

　

本
文
に
は
、「
著
者
の
横
顔
」
や
「
本

の
履
歴
書
」
な
ど
各
種
の
注
釈
が
添
え

ら
れ
、
多
彩
な
原
著
者
の
人
と
な
り
の

紹
介
、
あ
る
い
は
原
著
の
改
訂
、
覆
刻

を
含
め
て
の
出
版
事
情
に
つ
い
て
懇
切

な
説
明
が
あ
り
、
実
際
に
原
著
を
読
ん

で
も
ら
う
こ
と
を
想
定
し
た
情
報
提
供

が
な
さ
れ
て
い
て
あ
り
が
た
い
。

（
飯
田
年
穗
）

「
生
態
系
か
ら
み
た
地
球
」
と
い
う
テ

ー
マ
に
基
づ
き
、
国
内
外
の
高
峰
や
壮

大
な
自
然
の
営
み
を
地
球
規
模
で
撮
り

続
け
る
水
越
武
氏
。
本
書
は
、
急
激
に

進
む
地
球
温
暖
化
の
問
題
が
「
後
退
す

る
氷
河
」
と
し
て
顕
著
に
現
わ
れ
て
い

る
現
実
に
向
き
合
っ
た
水
越
氏
の
最
新

作
で
あ
る
。

　

水
越
氏
は
１
９
３
８
（
昭
和　

）
年
、

１３

愛
知
県
豊
橋
市
に
生
ま
れ
た
。
幼
い
頃

か
ら
山
の
自
然
に
親
し
み
、
動
植
物
へ

の
興
味
は
増
す
ば
か
り
だ
っ
た
。
大
学

中
退
後
、
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
・
田
淵
行

男
の
写
真
集
『
高
山
蝶
』
に
感
銘
を
受

け
、
写
真
の
道
に
進
む
こ
と
を
決
意
し

た
。
田
淵
か
ら
山
に
対
す
る
ひ
た
む
き

な
姿
勢
や
、
自
然
を
リ
ア
ル
に
直
視
す

る
洞
察
力
を
学
ん
だ
。
そ
し
て
１
９
７

１
年
に
発
表
し
た
「
穂
高
」
の
シ
リ
ー

ズ
で
、
厳
然
た
る
山
の
神
髄
を
示
し
、

山
岳
写
真
界
に
水
越
武
の
名
を
深
く
刻

近
藤
信
行
・
編

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
山
の
名
著

明
治
・
大
正
・
昭
和
戦
前
編
』

２００９年１１月発行
自由国民社刊
Ａ５判　２７２�
定価　１７８５円

２００９年１２月発行
山と溪谷社刊
２５×２７�　１９１�
定価　５６７０円

水
越　
武
・
写
真

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
熱
帯
の
氷
河
』
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む
こ
と
と
な
る
。

　

そ
の
視
点
は
国
内
外
の
高
峰
か
ら
自

然
界
の
動
植
物
界
、
日
本
の
原
生
林
や

世
界
各
地
の
熱
帯
雨
林
へ
と
広
が
り
、

地
球
全
体
を
と
り
ま
く
生
態
系
が
テ
ー

マ
と
な
っ
て
い
る
。
水
越
氏
の
「
自
然

の
多
様
性
こ
そ
が
、
地
球
を
美
し
く
彩

り
、
豊
か
な
表
情
を
与
え
、
美
し
く
調

和
さ
せ
る
」
と
い
う
言
葉
は
、
地
球
に

生
き
る
わ
れ
わ
れ
人
類
が
、
環
境
を
常

に
視
野
に
入
れ
て
生
き
て
ゆ
く
こ
と
の

必
要
性
を
訴
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

現
在
、
も
っ
と
も
深
刻
で
大
き
な
環

境
問
題
は
急
激
に
進
む
地
球
温
暖
化
で

あ
ろ
う
。
水
越
氏
が
そ
の
現
状
を
目
の

当
た
り
に
し
た
の
は
、
今
か
ら　

年
前
、

３０

１
９
７
９
年
の
カ
ラ
コ
ル
ム
五
大
氷
河

学
術
探
査
隊
に
参
加
し
た
と
き
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
か
つ
て
は
人
が
通
う
こ
と

の
で
き
た
道
が
、
氷
河
の
後
退
に
よ
り

北
斜
面
が
壁
と
な
り
、
近
づ
く
こ
と
す

ら
で
き
な
か
っ
た
。
熱
帯
雨
林
の
撮
影

に
取
り
組
ん
で
き
た
水
越
氏
に
「
赤
道

直
下
に
存
在
す
る
山
々
の
氷
河
」
と
い

う
テ
ー
マ
が
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
芽
生
え

た
の
は
こ
の
と
き
の
経
験
か
ら
で
あ
っ

た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
具
体
化
す
る
に
当

た
り
、
決
定
的
と
な
っ
た
の
が
ル
ウ
ェ

ン
ゾ
リ
（
５
０
９
５
�
）
で
あ
る
。
こ

の
山
は
１
９
０
６
年
、
イ
タ
リ
ア
の
ア

ブ
ル
ッ
ツ
ィ
公
に
よ
っ
て
初
登
頂
さ
れ
、

同
行
し
た
山
岳
写
真
家
の
ヴ
ィ
ッ
ト
リ

オ
・
セ
ラ
が
撮
影
し
た
写
真
は
、
イ
タ

リ
ア
の
国
立
山
岳
博
物
館
に
残
さ
れ
て

い
る
。
水
越
氏
は
、
１
０
０
年
前
の
そ

の
写
真
と
現
在
の
氷
河
の
様
子
を
比
較

す
る
こ
と
を
思
い
つ
き
、
セ
ラ
と
同
じ

地
点
に
立
っ
て
氷
河
を
撮
影
し
た
。
写

真
を
比
較
す
る
と
、
氷
河
が
五
分
の
一

か
ら
十
分
の
一
以
下
に
後
退
し
て
い
る

こ
と
が
窺
わ
れ
た
。

　

本
書
は
、
海
岸
線
、
低
地
熱
帯
雨
林
、

山
地
熱
帯
雨
林
、
高
山
帯
、
氷
雪
帯
と
、

地
域
を
垂
直
に
分
け
て
、
生
態
系
が
変

化
し
つ
つ
あ
る
現
状
を
展
開
し
て
お
り
、

氷
河
以
外
に
も
熱
帯
雨
林
の
多
様
な
自

然
を
と
ら
え
て
い
る
。
作
品
タ
イ
ト
ル
、

詳
細
な
解
説
文
に
も
英
文
が
併
記
さ
れ
、

専
門
家
、
研
究
者
に
も
配
慮
さ
れ
た
内

容
と
な
っ
て
い
る
。　　
　
（
関
次
和
子
）

　

登
山
の
楽
し
み
、
効
用
を
新
し
い
視

点
か
ら
解
説
し
た
書
籍
が
刊
行
さ
れ
た
。

著
者
の
大
野
秀
樹
氏
は
わ
が
国
を
代
表

す
る
生
理
学
の
研
究
者
で
、
同
時
に
日

本
山
岳
会
の
医
療
担
当
理
事
や
日
本
登

山
医
学
会
の
役
員
を
歴
任
す
る
な
ど
、

登
山
医
学
に
関
し
て
も
我
が
国
の
第
一

人
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

　

た
ま
た
ま
個
人
的
に
交
流
が
あ
り
、

２
０
０
７
年
５
月
、
蔵
王
山
麓
で
第　
２７

回
日
本
登
山
医
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
担

当
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
際
、
著
者
に
特

別
講
演
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
講
演

の
タ
イ
ト
ル
が
「
登
山
と
恋
愛
は
総
合

芸
術
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
興
味
深
い
テ

ー
マ
に
、
す
べ
て
の
聴
衆
が
魅
了
さ
れ

た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
本
書
は

そ
の
時
の
内
容
を
中
心
に
、
さ
ら
に
幅

広
い
話
題
を
盛
り
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

　

本
来
の
研
究
テ
ー
マ
で
あ
る
生
理
学

の
立
場
か
ら
の
解
説
が
本
書
の
中
心
に

な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
に
も
著
者

の
貴
重
な
体
験
に
基
づ
き
、
登
山
を
多

方
面
か
ら
分
析
し
て
い
る
こ
と
が
大
き

な
特
色
で
あ
る
。
文
章
は
医
療
関
係
者

以
外
に
も
わ
か
り
や
す
く
、
し
か
も
全

編
に
わ
た
り
上
質
な
ユ
ー
モ
ア
が 
鏤 
め
ち
り
ば

ら
れ
、
あ
っ
と
い
う
間
に
読
破
し
て
し

ま
う
だ
ろ
う
。

　

本
書
の
タ
イ
ト
ル
で
あ
る
「
登
山
は

元
気
を
与
え
て
く
れ
る
総
合
芸
術
」
の

意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
登
山
と
恋
愛
は

い
ず
れ
も
全
脳
機
能
を
最
大
限
に
刺
激

し
な
が
ら
行
な
う
身
体
的
、
精
神
的
活

動
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
ま
た
、

登
山
も
恋
愛
も
人
間
本
来
の
も
つ
生
命

力
や
本
能
を
刺
激
し
、
そ
れ
が
少
子
化

対
策
に
つ
な
が
る
の
か
も
し
れ
な
い
と

解
釈
し
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
視
点
で

登
山
が
と
ら
え
ら
れ
た
こ
と
は
こ
れ
ま

で
に
な
い
。

　

さ
ら
に
、
本
書
が
類
書
と
大
き
く
異

な
る
の
は
、
登
山
の
効
用
に
関
し
て
、

漫
画
の
主
人
公
の
台
詞
か
ら
文
学
書
に

至
る
ま
で
幅
広
く
引
用
し
つ
つ
、
あ
ら

ゆ
る
分
野
か
ら
言
及
し
て
い
る
こ
と
で

あ
ろ
う
。
独
自
の
解
釈
を
展
開
す
る
著

者
の
卓
越
し
た
考
察
力
と
文
章
力
に
は

敬
意
を
表
す
る
以
外
な
い
。
誰
も
が
知

ら
ず
知
ら
ず
に
「
大
野
ワ
ー
ル
ド
」
に

引
き
込
ま
れ
て
し
ま
う
こ
と
だ
ろ
う
。

　

な
お
、
本
書
の
イ
ラ
ス
ト
は
、
や
は

り
日
本
山
岳
会
医
療
委
員
の
野
口
い
づ

み
氏
が
担
当
し
て
い
る
が
、
ほ
の
ぼ
の

と
し
た
優
し
い
絵
柄
が
文
章
と
絶
妙
に

マ
ッ
チ
し
、
本
書
を
さ
ら
に
魅
力
的
な

も
の
に
し
て
い
る
。
登
山
を
愛
す
る

人
々
に
ぜ
ひ
一
読
を
す
す
め
た
い
一
冊

で
あ
る
。　　
　
　
　
　
　
（
内
藤
広
郎
）

大
野
秀
樹
・
著

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
登
山
は
元
気
を
与
え
て
く
れ
る
総
合
芸
術
』

２００９年９月発行
ＮＡＰ刊
Ａ５判　１６２�
定価　１１５５円
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会 

務 

報 

告 

平
成　

年
度
第
９
回（
１
月
度
）理
事
会

２１

日
時　

平
成　

年
１
月　

日　
　

時　

２２

１３

１８

４０

分
〜　

時
ま
で

２１

場
所　

日
本
山
岳
会
会
議
室

【
出
席
者
】
尾
上
会
長
、
神
崎
・
宮
崎
・

藤
本
各
副
会
長
、
成
川
・
岡
部

各
常
務
理
事
、
太
田
・
相
馬
・

山
川
・
野
澤
・
中
山
・
谷
川
・

永
田
・
萩
原
各
理
事
、
深
川
・

平
井
監
事
、
近
藤
・
酒
井
・
森

各
常
任
評
議
員

【
委
任
】
堀
井
理
事

【
審
議
事
項
】

１
・
支
部
設
立
の
申
請（
神
崎
、東
京
多

摩
支
部
設
立
準
備
委
員　

山
本
憲
一
）

　

東
京
多
摩
支
部
（
仮
称
）
設
立
準
備

委
員
会
か
ら
設
立
申
請
が
あ
っ
た
。
申

請
書
類
に
は
、会
員
名
簿
な
ど
一
部「
支

部
設
立
並
び
に
運
営
に
関
す
る
規
定
」

を
満
た
さ
な
い
部
分
は
あ
る
が
、
常
務

理
事
会
で
討
議
し
設
立
後
の
運
営
に
つ

い
て
は
支
障
な
い
と
判
断
し
た
。
２
月

　

日
に
支
部
設
立
総
会
を
開
催
す
る
。

２０

（
承
認
）

【
報
告
事
項
】

１
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
報
告
（
藤

本
、
神
崎
、
成
川
、
野
澤
）

　

法
人
改
革
対
応
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
（
以
下　

Ｐ
Ｔ
）、
支
部
活
性
化

Ｐ
Ｔ
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
�
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ　

Ｐ
Ｔ
、

お
よ
び
山
の
日
制
定
Ｐ
Ｔ
の
活
動
・
取

り
組
み
状
況
に
つ
い
て
報
告
が
行
な
わ

れ
た
。

２
・
第　

回
ラ
イ
チ
ョ
ウ
会
議
東
京
大

１０

会
に
対
す
る
後
援
名
義
使
用
に
関
す
る

事
業
実
施
報
告
書
（
宮
崎
）

　

市
立
大
町
山
岳
博
物
館
内
の
ラ
イ
チ

ョ
ウ
会
議
事
務
局
か
ら
第　

回
ラ
イ
チ

１０

ョ
ウ
会
議
に
対
す
る
後
援
名
義
使
用
に

関
し
て
事
業
実
施
報
告
書
が
送
付
さ
れ

た
。

３
・
Ｊ
Ａ
Ｃ
冬
山
天
気
予
報
の
見
積
書

（
野
澤
）

　

�
メ
テ
オ
テ
ッ
ク
・
ラ
ボ
か
ら　

万
１５

７
５
０
０
円
の
請
求
が
あ
っ
た
。
冬
山

天
気
予
報
の
利
用
者
は
お
よ
そ
２
０
０

０
人
で
昨
年
と
ほ
ぼ
同
数
で
あ
る
。

４
・
韓
国
山
岳
会
か
ら
の
礼
状
・
案
内

（
宮
崎
）

　

韓
国
山
岳
会
（
会
長　
 
崔  
弘 

チ
ェ 
ホ
ン 

健 
氏
）

ギ
ェ
ン

か
ら　

月
５
日
の
晩
餐
会
招
待
に
対
す

１２

る
礼
状
と
今
年
４
月
〜
５
月
に
済
州
島

の
漢
拏
山
へ
の
ハ
イ
キ
ン
グ
の
案
内
が

あ
っ
た
。

５
・
２
０
１
０
年
玉
山
開
山
祭
招
待
状

（
宮
崎
）

　

中
華
民
国
山
岳
協
会
（
理
事
長　

謝

長
顕
氏
）
か
ら
３
月
６
日
の
玉
山
開
山

祭
の
招
待
状
が
き
た
。
海
外
委
員
会
で

対
応
す
る
。

６
・
平
成　

年
度
及
び　

年
度
に
お
け

２３

２４

る
記
念
事
項
の
照
会
（
宮
崎
）

　

文
科
省
競
技
ス
ポ
ー
ツ
課
か
ら
日
本

郵
政
か
ら
の
照
会
と
し
て
記
念
切
手
発

行
検
討
に
資
す
る
記
念
事
項
の
有
無
に

つ
い
て
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
。
無
し

と
回
答
す
る
。

７
・
神
戸
大
学
・
中
国
地
質
大
学
（
武

漢
）
崗
日
嗄
布
山
群
学
術
登
山
隊
報
告

会
お
よ
び
登
頂
祝
賀
会
（
宮
崎
）

　
　

月　

日
、
神
戸
市
の
神
戸
大
学
で

１２

２６

開
催
さ
れ
、
宮
崎
副
会
長
が
出
席
し
た
。

中
国
側
の
登
山
隊
メ
ン
バ
ー
も
出
席
し

盛
会
で
あ
っ
た
。

８
・
海
外
登
山
基
金
応
募
状
況
（
萩
原
）

　

今
年
度
下
期
分
を　

月
末
で
締
め
切

１２

っ
た
。
応
募
は
２
隊
で
あ
っ
た
。
１
月

　

日
に
審
査
委
員
会
を
開
き
助
成
の
可

２８否
、
金
額
な
ど
を
決
め
る
。

９
・
会
報『
山
』１
月
号
編
集
報
告
（
成

川
）



山　777－2010・２・２０（第三種郵便物認可）

■17

６
日　

常
務
理
事
会　

集
会
委
員
会

７
日　

ア
ル
パ
イ
ン
ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

　

日　

図
書
管
理
委
員
会　

図
書
委
員

１２

会　

九
五
会　

ア
ル
パ
イ
ン
ス

キ
ー
ク
ラ
ブ

　

日　

理
事
会　

会
報
編
集
委
員
会　

１３

山
岳
地
理
ク
ラ
ブ

　

日　

学
生
部　

法
人
改
革
対
応
検
討

１４

Ｐ
Ｔ　

山
の
自
然
学
研
究
会

　
　
　

み
ち
の
り
山
の
会

　

日　

シ
ス
テ
ム
Ｐ
Ｔ　

多
摩
支
部
準

１５

備
委
員
会

　

日　

総
務
委
員
会　

資
料
映
像
委
員

１８

会　
　

会
００

　

日　

山
岳
研
究
所
運
営
委
員
会　

ア

１９

ル
パ
イ
ン
ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

　

日　

三
水
会　

つ
く
も
会

２０
　

日　

指
導
委
員
会　

Ｊ
Ａ
Ｃ
�
Ｙ
Ｏ

２１

Ｕ
Ｔ
Ｈ　

Ｐ
Ｔ　

ア
ル
パ
イ
ン

ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

　

日　

定
款
検
討
委
員
会　

山
の
日
制

２２

定
Ｐ
Ｔ　

ア
ル
パ
イ
ン
フ
ォ
ト

ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ

　

日　

図
書
管
理
委
員
会　

支
部
活
性

２５

化
Ｐ
Ｔ

　

日　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
小
委
員
会　

２６

千
葉
支
部　

ゆ
き
わ
り
会

　

日　

自
然
保
護
委
員
会　

総
務
委
員

２７

1月 1月 

会　

海
外
委
員
会　

Ｊ
Ａ
Ｃ
�

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ　

Ｐ
Ｔ　

麗
山
会

　

日　

海
外
登
山
基
金
審
査
委
員
会　

２８

山
遊
会

　

日　

総
務
委
員
会　

法
人
改
革
対
応

２９

検
討
Ｐ
Ｔ　

多
摩
支
部
準
備
委

員
会

　

日　

支
部
事
務
局
担
当
者
会
議

３０
　
　
　
　
　
　
　
　

１
月
来
室
者　

名
５１６

　図書受入報告（２０１０年１月）

小出郷山岳協会（編） 小出郷山岳史 ２７８p／２６cm 小出郷山岳協会 ２００９ 発行者寄贈

駒ケ岳ファンクラブ編纂委員会（編著） 全国駒・馬の雪形��駒ケ岳ファンクラブ創立２０周年記念 ８７p／２６cm 駒ケ岳ファンクラブ ２００９ 発行者寄贈

大谷映芳　 森とほほ笑みの国ブータン ２０７p／２１cm 木楽舎 ２００９ 出版社寄贈

日本山岳会東海支部（編） 東海・北陸の２００秀山（東海・北陸編）上巻 ２１３p／２６cm 中日新聞社 ２００９ 編者寄贈

日本山岳会東海支部（編） 東海・北陸の２００秀山（東海・信州編）下巻 ２３３p／２６cm 中日新聞社 ２００９ 編者寄贈

著　者 書　　　名 ページ・サイズ 出版元 刊行年 寄贈／購入別

平成２１年度第２回通常総会開催のお知らせ
総務委員会

　平成２１年度第２回通常総会を下記のとおり開催いた
します。万障お繰り合わせのうえ、ご出席くださいま
すようご案内申し上げます。
　なお、ご出席予定の場合でも念のため委任状にご署
名のうえお送りくださるようお願いいたします。

記
日時　平成２２年３月１３日（土）午後２時より
場所　主婦会館プラザエフ　スズラン（９F）
　　　　東京都千代田区六番町１５番地
　　　　電話　０３－３２６５－８１１１
議案　１・平成２２年度事業計画及び収支予算承認の件
　　　２・その他

＊総会終了後、クラルテ（Ｂ２Ｆ）において懇親
会を開催いたしますので、ぜひご参加ください。
会費は３０００円となっております。

＊出欠の返事、委任状は３月５日までにご投函く
ださい。

会
員
異
動
（
１
月
）

物
故

宮
川
初
男
（
５
６
５
４
）　　

・　

・　

０９

１２

２０

金
子
丞
二
（
６
５
１
１
）　　

・
１
・　

１０

１７

河
野　

吏
（
６
８
４
２
）　　

・
９
・
６

０９

鰺
坂
青
青
（
１
１
６
６
１
）　

・
１
・　

１０

２４

退
会

近
藤　

彬　
（
６
７
４
２
）

千
代
田
英
次（
７
５
５
６
）

増
渕　

照
治（
８
９
１
４
）

山
内　

敏
亘（
１
０
９
２
６
）

川
村　

英
二（
１
２
６
２
６
）

勝
田　

和
男（
１
２
９
８
０
）
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FI

R

IA

N

MO

NO

インフォメーション 

◆
甦
る
山
岳
映
画 
―
―
Ｋ
２
日
本
人

初
登
頂
の
記
録「
白
き
氷
河
の
果
て
に
」

を
上
映　
　
　
　
　

資
料
映
像
委
員
会

　

１
９
７
７
年
、吉
沢
一
郎
総
指
揮（
日

本
山
岳
協
会
）
に
よ
る
「
日
本
Ｋ
２
登

山
隊
（
新
貝
勲
隊
長
）」
の
本
格
的
長
編

山
岳
映
画
。
岩
と
砂
と
闘
い
な
が
ら
の

史
上
最
大
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
。
悪
天
候
と

雪
崩
な
ど
幾
多
の
困
難
を
乗
り
越
え
て

の
登
頂
。
苦
悩
す
る
山
男
た
ち
の
心
理

描
写
を
見
事
に
描
い
た
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン

山
岳
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
で
あ
る
。

　

会
員
外
の
参
加
も
歓
迎
。
ど
な
た
も

入
場
無
料
。
上
映
約
２
時
間
。

日
時　

３
月　

日
�　

時
〜

１２

１８

会
場　

山
岳
会
１
０
４
号
室

定
員　
　

名
４０

解
説　

羽
田
栄
治
資
料
映
像
委
員

問
合　

羽
田
栄
治

　
　
　

�
０
３
�
３
３
９
９
�
３
９
７
５

　
　
　

奈
良
千
佐
子

（�
m
t.chisako@

m
bc.nifty.com

）

e

◆
夏
の
欧
州
ア
ル
プ
ス
登
山
＆
ハ
イ
ク

予
告　
　
　
　
　
　
　
　

集
会
委
員
会

　

昨
年
の
ド
ロ
ミ
テ
に
続
く
欧
州
ア
ル

プ
ス
登
山
の
第
２
弾
！　

シ
ャ
モ
ニ
か

ら
ミ
デ
ィ
を
越
え
、
イ
タ
リ
ア
国
内
最

高
峰
グ
ラ
ン
パ
ラ
デ
ィ
ソ
登
頂
を
目
指

す
。

　

詳
細
は
次
号
に
掲
載
し
ま
す
が
、
内

容
説
明
・
概
略
案
内
書
送
付
可
能
。

日
程　

７
月　

日
�
〜　

日
�

２０

３０

費
用　
　

万
円
位
（
保
険
・
燃
油
付
加

５０

　
　
　

一
部
ガ
イ
ド
料
等
別
）

定
員　
　

名
（
随
時
受
託
・
先
着
順
）

２０

申
込
・
問
合　

野
崎
和
彦
（
�
０
９
０

　
　
　

�
８
９
６
１
�
１
８
６
６

�
nozaki_kaz@

yahoo.co.jp
） 

◆
羽
田
栄
治
写
真
展
「
ネ
パ
ー
ル
今
昔

―
―
山
と
人
」　
　

大
町
山
岳
博
物
館

　

報
道
カ
メ
ラ
マ
ン
の
羽
田
栄
治
さ
ん

は
、
１
９
６
０
年
ジ
ュ
ガ
ー
ル
ヒ
マ
ー

ル
遠
征
隊
に
同
行
、
登
攀
の
記
録
を
撮

影
。
今
年
は
そ
の　

年
目
に
当
た
る
。

５０

e

当
時
と
現
在
の
ネ
パ
ー
ル
、
山
と
人
の

暮
ら
し
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
た
作
品
展
。

当
時
の
モ
ノ
ク
ロ
写
真
、
そ
し
て
現
在

を
カ
ラ
ー
で
約　

点
を
展
示
。

４０

会
期　

３
月
６
日
�
〜
４
月　

日
�

１８

　
　
　
（
た
だ
し
月
曜
日
と
祝
日
の
翌

　
　
　

日
は
休
館
）

会
場　

市
立
大
町
山
岳
博
物
館

料
金　

４
０
０
円

問
合　

大
町
山
岳
博
物
館
（
�
０
２
６

　
　
　

１
�
２
２
�
０
２
１
１
）

＊
３
月　

日
�
、
羽
田
栄
治
ギ
ャ
ラ
リ

２０

ー
ト
ー
ク
と
題
し
、
記
録
映
画
「
未
踏

の
氷
壁
」
上
映
と
作
品
解
説
を
行
な
い

ま
す
。

◆
橋
本
勝
写
真
展
「
谷
川
岳
」

　

山
岳
会
会
員
で
、
写
真
家
で
も
あ
る

橋
本
勝
氏
に
よ
る
谷
川
岳
の
魅
力
に
迫

る
写
真
展
。

日
程　

３
月
５
日
�
〜　

日
�
（　

時

１１

１０

　
　
　

〜　

時
、
た
だ
し
最
終
日
は　

１９

１４

　
　
　

時
ま
で
）

会
場　

富
士
フ
イ
ル
ム
フ
ォ
ト
サ
ロ
ン

　
　
　

東
京
都
港
区
赤
坂
９
�
7
�
３

　
　
　

フ
ジ
フ
イ
ル
ム
ス
ク
エ
ア
２
Ｆ

　
　
　

�
０
３
�
６
２
７
１
�
３
３
５
１

＊
入
場
無
料

映画『カラコルム』および『花嫁の峰チョゴリザ』
のＤＶＤブックについて

　このたび京都大学学術出版会から、ＤＶＤブック
『カラコルム／花嫁の峰チョゴリザ――フィールド
科学のパイオニアたち』（梅棹忠夫監修）が発刊され
ることになった。１９５５年の京大カラコルム・ヒンズ
ークシ学術探検隊（木原均総隊長、今西錦司支隊長）
と１９５８年の京都大学学士山岳会チョゴリザ遠征隊
（桑原武夫隊長）の映画のＤＶＤ判２枚（いずれも
約７９分、カラー）と、Ａ５判２５０�の書籍（各隊の歴
史的意義、成立経過、行動記録およびその後のフィ
ールド科学の展開、資料など）によるＤＶＤブック。
　価格は３９９０円だが、JAC会員には２割引き、３１９２
円（税込）で販売される。送料は１配送につき１冊
３００円、２冊４００円、３冊以上無料。発送の代行もや
ってもらえる（代行手数料は１件、プラス５０円）。
　申し込みは、氏名、所属（JACと明記）、住所、電
話、支払い方法（郵便振替、銀行振込、カードなど）、
申し込み冊数などを書いて、下記まで連絡のこと。
　京都市左京区吉田河原町１５－９　京大会館内
　京大学術出版会
　　　Tel.０７５－７６１－６１８２　Fax.０７５－７６１－６１９０
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岡田紅陽写真美術館 山梨県南都留郡忍野村忍草２８３８－１
�０５５５―８４―３２２２　http：//www１５.ocn.ne.jp/ ̃ o-k.muse/

　岡田紅陽写真美術館（絵手紙体験学習館）は、富士山を望む絶好の場所、山
梨県南都留郡忍野村に所在する。忍野村を含む富士北麓地域には年間を通じ多
くの観光客が足を運び、富士登山をはじめ富士五湖周辺の自然を楽しんでいる。
当館は絵手紙体験学習館（写真）として２００４年７月に忍野村が体験学習・生涯
学習の拠点として建設したもので、施設内に岡田紅陽写真美術館、小池邦夫絵
手紙美術館があり、写真また絵手紙について鑑賞のみならず体験的に親しむこ
とができる施設となっている。
　展示室は写真美術館、絵手紙美術館、富士山を正面に望むことができる企画
展示ホールがあり、年数回ネイチャーフォトなどのさまざまな企画展を開催し
ている。また講座室・情報資料室・暗室等を備えており、各種講座やワークシ
ョップなどに利用されている。
　岡田紅陽写真美術館では、紅陽の遺したガラス乾板およびプリント、並びに
紅陽の使用機材や資料を中心に収集・展示を行なっており、さらに富士山とそ
れに関わる自然環境に目を向けた作品などを収蔵している。常設展示では忍野
村で撮影された作品を中心に約５０点の作品、使用カメラなどの展示を行なって
いる。特に１９３５（昭和１０）年に富士五湖の一つである本栖湖で撮影された紅陽
の代表作『湖畔の春』は、１０００円紙幣のデザインに採用されていることから、
作品を見るために遠方より足を運ぶ方が多い。
　紙幣や切手などさまざまなものに採用されてきた紅陽の写真は、いつの間に
か私たち日本人が心のどこかにもつ富士山のイメージの原風景となっており、
初めて写真を見た方でもその富士に懐かしさを覚える。富士山写真の先駆者で
もあり、「富士こそわがいのち」と誰よりも富士山を愛した岡田紅陽の作品を
ぜひ一度ご覧ください。

��
新
聞
記
者
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
た

菊
地
俊
朗
さ
ん
に
、「
環
境
か
ら
見
た
日

本
の
山
」
の
原
稿
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

難
し
い
テ
ー
マ
で
す
が
、
わ
れ
わ
れ
登

山
者
も
い
つ
も
ど
こ
か
で
気
に
し
て
い

な
く
て
は
な
ら
な
い
問
題
だ
と
思
い
ま

す
。

�
ず
い
ぶ
ん
以
前
の
こ
と
で
す
が
、
山

岳
会
の
副
会
長
を
務
め
ら
れ
た
吉
沢
一

郎
さ
ん
の
家
に
、
毎
月
、
通
っ
て
い
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
お
話

の
な
か
で
、
ま
ず
目
を
通
す
新
聞
の
死

亡
欄
に
、
知
人
や
友
人
の
名
を
見
つ
け

寂
し
い
思
い
を
す
る
と
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
た
こ
と
を
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。

今
月
の
「
会
員
異
動
」
物
故
欄
を
見
て
、

あ
の
方
も
こ
の
方
も
と
、
吉
沢
さ
ん
の

気
持
ち
が
少
し
わ
か
る
よ
う
な
気
が
し

ま
し
た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。　　
　
　
　
　
　
　
　
（
神
長
幹
雄
）

編
集
後
記 

山の博物館訪問 

――人生をかけて富士山を撮り続けた岡田紅陽の写真美術館――

入 館 料　一般５００円、小中学生３００円　
※１０名以上は１００円割引
＊特別展開催中は料金が変更となる場合
があります。＊併設の小池邦夫絵手紙美
術館は別料金となります（共通券あり）
開館時間　１０時～１７時（入館は１６時３０分まで）
休館 日　火曜日、祝日の翌日（土日を除
く）、年末年始
交通機関　車：中央自動車道［河口湖Ｉ
.C］→東名高速道路［御殿場Ｉ.C］→東富
士五湖道路→［山中湖Ｉ.C］を利用。また
高速バス・電車・路線バス等の運行もあ
ります。詳細はＨＰなどを参照ください。

■
お
知
ら
せ

　

１
月
（
７
７
６
）
号
、　

�
１
段
目

１０

に
掲
載
の
図
に
つ
い
て
説
明
い
た
し
ま

す
。
ス
ケ
ッ
チ
は
、
米
地
文
夫
氏
の
作

品
で
、
山
形
県
総
合
学
術
調
査
会　

編

集
兼
発
行
「
朝
日
連
峰
」
地
理
篇
３
３

１
�　

直
江
兼
続
と
朝
日
軍
道
（
渡
辺

茂
蔵
・
著
）
の
コ
ピ
ー
に
な
り
ま
す
。

（
会
報
編
集
委
員
会
）

■
訂
正
と
お
詫
び

　

１
月
（
７
７
６
）
号
、
１
�
３
段　
１０

行
目
か
ら
４
段
４
行
目
ま
で
を
、
筆
者

の
山
森
欣
一
氏
の
意
向
に
よ
り
削
除
し

ま
す
。
２
０
０
９
年
５
月
、
ネ
パ
ー
ル

の
ク
ワ
ン
デ
に
て
、
加
藤
泰
平
、
佐
藤

達
也
の
２
名
が
転
落
・
死
亡
し
て
お
り

ま
し
た
。

　

１
月
（
７
７
６
）
号
、　

�
２
段　

１６

２２

行
目
「
永
田
秀
樹
」
氏
は
「
永
田
弘
太

郎
」
氏
の
誤
り
で
し
た
。

　

と
も
に
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。




